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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化合物Ｉ／１ないしＩ／３及びＩ／８からなる群から選択された化合物Ｉと化合物ＩＩ
／３及びＩＩ／５からなる群から選択された化合物ＩＩとを含む混合物であって、
　前記化合物Ｉが次式：
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【化１】

で表わされる化合物であり、そして
　前記化合物ＩＩが次式：

【化２】

で表わされる化合物である混合物。
【請求項２】
Ａ）光，酸素及び／又は熱により損傷を受け易い有機材料と、
Ｂ）安定剤としての、請求項１記載の化合物Ｉと化合物ＩＩとを含む混合物
とからなる組成物。
【請求項３】
　前記成分Ａ及びＢに加えて、１種又はそれより多くの他の安定剤又は何れかの他の添加
剤を含む請求項２記載の組成物。
【請求項４】
　前記他の安定剤又は他の添加剤が、酸化防止剤、更なる紫外線吸収剤、光安定剤、金属
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奪活剤、ホスフィット、ホスホナイト、ヒドロキシルアミン、ニトロン、チオ相乗剤、過
酸化物掃去剤、ポリアミド安定剤、塩基性補助安定剤、核剤、充填剤及び強化剤、可塑剤
、潤滑剤、乳化剤、顔料、レオロジー添加剤、触媒、流れ調整剤、蛍光増白剤、防炎加工
剤、帯電防止剤、発泡剤、ベンゾフラノン及びインドリノンから選択される請求項３記載
の組成物。
【請求項５】
　前記成分Ａとして、塗料のための結合剤を含み、且つ別の成分として、立体障害アミン
及び／又は２－ヒドロキシフェニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール型の光安定剤からなる群
から選択された１種又はそれより多く安定剤を含む請求項２記載の組成物。
【請求項６】
　有機材料に、安定剤として、請求項１記載の化合物Ｉと化合物ＩＩとを含む混合物を添
加することからなる、光，酸素及び／又は熱による損傷に対する有機材料の安定化方法。
【請求項７】
　光，酸素及び／又は熱による損傷に対して有機材料を安定化するための、請求項１記載
の化合物Ｉと化合物ＩＩとを含む混合物の使用。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、２，４，６－トリフェニル－１，３，５－トリアジン及び２－（４－フェニル
フェニル）－４，６－ジアリール－１，３，５－トリアジン型の化合物からなる新規安定
剤混合物、並びに有機材料のための安定剤としての前記混合物の相当する使用に関するも
のである。
【０００２】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
有機材料、とりわけ塗料の光安定性を増大させることを望む場合は、通常、光安定剤を添
加する。光安定剤の非常に良く用いられるものの一つは紫外線吸収剤であり、紫外線吸収
剤は、発色団によって損傷性の輻射線を吸収することにより、前記材料を保護する。紫外
線吸収剤の一つの重要な群は、中でも、下記の刊行物：ＵＳ－Ａ－３１１８８８７，ＵＳ
－Ａ－３２４２１７５，ＵＳ－Ａ－３２４４７０８，ＵＳ－Ａ－３２４９６０８，ＧＢ－
Ａ－１３２１５６１，ＥＰ－Ａ－４３４６０８，ＵＳ－Ａ－４６１９９５６，ＵＳ－Ａ－
５４６１１５１，ＥＰ－Ａ－７０４４３７に記載されている様な、トリフェニルトリアジ
ンである。加えて、２－（４－フェニルフェニル）－４，６－ジアリール－１，３，５－
トリアジン型の個々の化合物は、既に記載されている（ＵＳ－Ａ－３２４２１７５，ＵＳ
－Ａ－３２４４７０８，ＧＢ－Ａ－１３２１５６１，ＵＳ－Ａ－３４４４１６４，ＧＢ－
Ａ－２２８６７７４，ＧＢ－Ａ－２２９７０９１，ＷＯ－９６－２８４３１）。
【０００３】
更に、トリフェニルトリアジン及びｏ－ヒドロキシフェニルベンゾトリアゾール型の紫外
線吸収剤（ＵＳ－Ａ－５１０６８９１）、とモノ－及びビスレゾルシニルトリアジン（Ｇ
Ｂ－Ａ－２２９７０９１）とを含む安定剤混合物は、既に提案されている
【０００４】
トリスアリールトリアジンの種類からの化合物の特別な混合物が今や見出され、これは、
驚くべきことに、特別に良好な安定剤特性を有している。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
したがって、本発明は、次式Ｉ：
【化１７】
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で表わされる化合物と、
次式II：
【化１８】

で表わされる化合物
〔前記式Ｉ中、
Ｇ1 は水素原子又は－ＯＧ基を表わし、
ｋは１又は２を表わし、そして
ｋ＝１の場合は、
Ｅ1 及びＥ2 は、互いに独立して、次式Ｉａ又はＩｂ：
【化１９】
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で表わされる基を表わし、そして
Ｇは水素原子又は炭素原子数１ないし１８のアルキル基；又は－ＯＨ基，炭素原子数１な
いし１８のアルコシキ基，炭素原子数５ないし１２のシクロアルコキシ基，アリルオキシ
基，ハロゲン原子，＝Ｏ基，－ＣＯＯＨ基，－ＣＯＯＧ8 基，－ＣＯＮＨ2 基，－ＣＯＮ
ＨＧ9 基，－ＣＯＮ（Ｇ9 ）（Ｇ10）基，－ＮＨ2 基，－ＮＨＧ9 基，＝ＮＧ9 基，－Ｎ
（Ｇ9 ）（Ｇ10）基，－ＮＨＣＯＧ11基，－ＣＮ基，－ＯＣＯＧ11基，フェノキシ基及び
／又は炭素原子数１ないし８のアルキル基－，炭素原子数１ないし１８のアルコシキ基－
若しくはハロ－置換フェノキシ基により置換された炭素原子数１ないし１８のアルキル基
を表わし；或いは、Ｇは－Ｏ－基により中断され且つ－ＯＨ基により置換されてよい炭素
原子数３ないし５０のアルキル基を表わし；或いは、Ｇは炭素原子数３ないし６のアルケ
ニル基；グリシジル基；炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基；－ＯＨ基，炭素原
子数１ないし４のアルキル基又は－ＯＣＯＧ11基により置換された炭素原子数５ないし１
２のシクロアルキル基；非置換又は－ＯＨ基，塩素原子，炭素原子数１ないし１８のアル
コキシ基又は炭素原子数１ないし１８のアルキル基により置換された炭素原子数７ないし
１１のフェニルアルキル基；－ＣＯ－Ｇ12基又は－ＳＯ2 －Ｇ13基を表わし、
Ｇ3 ，Ｇ4 及びＧ5 は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル
基；炭素原子数２ないし６のアルケニル基；炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基；炭
素原子数５ないし１２のシクロアルコキシ基；炭素原子数２ないし１８のアルケノキシ基
；ハロゲン原子；－ＣＮ基；炭素原子数１ないし４のハロアルキル基；炭素原子数７ない
し１１のフェニルアルキル基；－ＣＯＯＧ8 基；－ＣＯＮＨ2 基；－ＣＯＮＨＧ9 基；－
ＣＯＮＧ9 Ｇ10基；スルホ基；炭素原子数２ないし１８のアシルアミノ基；－ＯＣＯＧ11

基；フェニルオキシ基；或いは、各々、炭素原子数１ないし１８のアルキル基，炭素原子
数１ないし１８のアルコキシ基又はハロゲン原子で置換されたフェニルオキシ基，炭素原
子数１ないし１２のアルキル基又は炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基を表わし；そ
して、式Ｉ中の基Ｇ3 の一つは更に－ＮＧ16Ｇ17基を表わし、
Ｇ6 は式II中のＲ1 の下に定義された意味を表わし、
Ｇ8 は炭素原子数１ないし１８のアルキル基；炭素原子数２ないし１８のアルケニル基；
－Ｏ－基，－ＮＨ－基，－ＮＧ9 基又は－Ｓ－基により中断された及び／又は－ＯＨ基に
より置換された炭素原子数３ないし５０のアルキル基；－Ｐ（Ｏ）（ＯＧ14）2 基，－Ｎ
（Ｇ9 ）（Ｇ10）基又は－ＯＣＯＧ11基及び／又は－ＯＨ基により置換された炭素原子数
１ないし４のアルキル基；グリシジル基；炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基；
炭素原子数１ないし４のアルキルシクロヘキシル基；フェニル基；炭素原子数７ないし１
４のアルキルフェニル基；炭素原子数６ないし１５のビシクロアルキル基；炭素原子数６
ないし１５のビシクロアルケニル基；炭素原子数６ないし１５のトリシクロアルキル基；
炭素原子数６ないし１５のビシクロアルキルアルキル基；又は炭素原子数７ないし１１の
フェニルアルキル基を表わし、



(6) JP 4379640 B2 2009.12.9

10

20

30

40

50

Ｇ9 及びＧ10は、互いに独立して、炭素原子数１ないし１２のアルキル基；炭素原子数３
ないし１２のアルコキシアルキル基；炭素原子数２ないし１８のアルカノイル基；炭素原
子数４ないし１６のジアルキルアミノアルキル基又は炭素原子数５ないし１２のシクロア
ルキル基を表わし、或いは
Ｇ9 及びＧ10は一緒になって、炭素原子数３ないし９のアルキレン基又は－オキサアルキ
レン基又は－アザアルキレン基を表わし、
Ｇ11は炭素原子数１ないし１８のアルキル基；炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基；
炭素原子数２ないし１８のアルケニル基；炭素原子数７ないし１１のフェニルアルキル基
；炭素原子数７ないし１１のフェニルアルコキシ基；炭素原子数６ないし１２のシクロア
ルキル基；炭素原子数６ないし１２のシクロアルコキシ基；フェノキシ基又はフェニル基
を表わし；又は、－Ｏ－基により中断され且つ－ＯＨ基により置換され得る炭素原子数３
ないし５０のアルキル基を表わし、
Ｇ12は炭素原子数１ないし１８のアルキル基；炭素原子数２ないし１８のアルケニル基；
フェニル基；炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基；炭素原子数３ないし１８のアルケ
ニルオキシ基；－Ｏ－基，－ＮＨ－基，－ＮＧ9 基又は－Ｓ－基により中断された及び／
又は－ＯＨ基により置換された炭素原子数３ないし５０のアルコキシ基；シクロヘキシル
オキシ基；フェノキシ基；炭素原子数７ないし１４のアルキルフェノキシ基；炭素原子数
７ないし１１のフェニルアルコキシ基；炭素原子数１ないし１２のアルキルアミノ基；フ
ェニルアミノ基；トリルアミノ基又はナフチルアミノ基を表わし、
Ｇ13は炭素原子数１ないし１２のアルキル基；フェニル基；ナフチル基又は炭素原子数７
ないし１４のアルキルフェニル基を表わし、
Ｇ14は炭素原子数１ないし１２のアルキル基、メチルフェニル基又はフェニル基を表わし
、
Ｇ16は水素原子又は炭素原子数１ないし２０のアルキル基を表わし、
Ｇ17は水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数７ないし１３のフェ
ニルアルキル基、－Ｃ（＝Ｏ）－Ｇ19基、－Ｃ（＝Ｏ）－ＮＨ－Ｇ16基を表わし、そして
Ｇ19は炭素原子数１ないし２０のアルキル基；１個ないし６個の酸素原子により中断され
た及び／又は－ＯＨ基，ハロゲン原子，－ＮＨ2 基，－ＮＨＧ9 基若しくは－ＮＧ9 Ｇ10

基により置換された炭素原子数２ないし２０のアルキル基；炭素原子数１ないし２０のア
ルコキシ基；フェニル基；炭素原子数７ないし１３のフェニルアルキル基又は炭素原子数
２ないし２０のアルケニル基を表わし、そして、
ｋ＝２の場合は、
Ｅ1 及びＥ2 は式Ｉａで表わされる基を表わし、
Ｇは炭素原子数２ないし１６のアルキレン基、炭素原子数４ないし１２のアルケニレン基
、キシリレン基、－Ｏ－基により中断された及び／又は－ＯＨ基により置換された炭素原
子数３ないし２０のアルキレン基、又は次式：－ＣＨ2 ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ2 Ｏ－Ｇ20－Ｏ
ＣＨ2 ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ2 －基，－ＣＯ－Ｇ21－ＣＯ－基、－ＣＯ－ＮＨ－Ｇ22－ＮＨ－
ＣＯ－基、－（ＣＨ2 ）j －ＣＯＯ－Ｇ23－ＯＯＣ－（ＣＨ2 ）j －で表わされる基を表
わし、式中、ｊは１ないし３の範囲からの数を表わし、又は、次式：
【化２０】

で表わされる基を表わし、
Ｇ20は炭素原子数２ないし１０のアルキレン基；－Ｏ－基により中断された炭素原子数４
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ないし５０のアルキレン基、フェニレン基、又は、基－フェニレン－Ｅ－フェニレン（式
中、Ｅは－Ｏ－基，－Ｓ－基，－ＳＯ2 －基，－ＣＨ2 －基，－ＣＯ－基又は－Ｃ（ＣＨ

3 ）2 －基を表わす）を表わし、
Ｇ21は炭素原子数２ないし１０のアルキレン基、炭素原子数２ないし１０のオキサアルキ
レン基、炭素原子数２ないし１０のチアアルキレン基、炭素原子数６ないし１２のアリー
レン基又は炭素原子数２ないし６のアルケニレン基を表わし、
Ｇ22は炭素原子数２ないし１０のアルキレン基、フェニレン基、トリレン基、ジフェニレ
ンメタン基又は次式：
【化２１】

で表わされる基を表わし、
Ｇ23は炭素原子数２ないし１０のアルキレン基又は－Ｏ－基により中断された炭素原子数
４ないし２０のアルキレン基を表わし、そして
残りの基は、ｋ＝１の場合に示された意味を表わし、そして
前記式II中、
Ｒ1 は水素原子；炭素原子数１ないし２４のアルキル基又は炭素原子数５ないし１２のシ
クロアルキル基を表わし；或いは、各々、１個から９個のハロゲン原子，－Ｒ4 基，－Ｏ
Ｒ5 基，－Ｎ（Ｒ5 ）2 基，＝ＮＲ5 基，＝Ｏ基，－ＣＯＮ（Ｒ5 ）2 基，－ＣＯＲ5 基
，－ＣＯＯＲ5 基，－ＯＣＯＲ5 基，－ＯＣＯＮ（Ｒ5 ）2 基，－ＣＮ基，－ＮＯ2 基，
－ＳＲ5 基，－ＳＯＲ5 基，－ＳＯ2 Ｒ5 基，－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ5 ）2 基，モルホリニル
基，ピペリジニル基，２，２，６，６－テトラメチルピペリジニル基，ピペラジニル基又
はＮ－メチルピペラジニル基又はそれらの組合せにより置換された炭素原子数１ないし２
４のアルキル基又は炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基を表わし；或いは、１個
ないし６個のフェニレン基，－Ｏ－基，－ＮＲ5 －基，－ＣＯＮＲ5 －基，－ＣＯＯ－基
，－ＯＣＯ－基，－ＣＨ（Ｒ5 ）－基，－Ｃ（Ｒ5 ）2 －基又は－ＣＯ－基又はそれらの
組合せにより中断された炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基又は炭素原子数１な
いし２４のアルキル基；或いは、Ｒ1 は炭素原子数２ないし２４のアルケニル基；ハロゲ
ン原子；－ＳＲ3 基，－ＳＯＲ3 基；－ＳＯ2 Ｒ3 基；－ＳＯ3 Ｈ基；又は－ＳＯ3 Ｍ基
を表わし、
Ｒ3 は炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原子数３ないし１８のアルケニル基；
炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキ
ル基；或いは、非置換又は１個ないし３個の炭素原子数１ないし４のアルキル基により置
換された炭素原子数６ないし１２のアリール基を表わし、
Ｒ4 は非置換の炭素原子数６ないし１２のアリール基を表わし；或いは、１個ないし３個
のハロゲン原子，炭素原子数１ないし８のアルキル基又は炭素原子数１ないし８のアルコ
キシ基又はそれらの組合せにより置換された炭素原子数６ないし１２のアリール基；炭素
原子数５ないし１２のシクロアルキル基；非置換の炭素原子数７ないし１５のフェニルア
ルキル基；或いは、１個ないし３個のハロゲン原子，炭素原子数１ないし８のアルキル基
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，炭素原子数１ないし８のアルコキシ基又はそれらの組合せによりによりフェニル環が置
換された炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基；或いは、炭素原子数２ないし８
のアルケニル基を表わし、
Ｒ5 はＲ4 基；水素原子；炭素原子数１ないし２４のアルキル基；又は次式：
【化２２】

｛式中、
Ｔは水素原子；炭素原子数１ないし８のアルキル基；１個若しくはそれより多くのヒドロ
キシル基により又は１個若しくはそれより多くのアシルオキシ基により置換された炭素原
子数２ないし８のアルキル基；オキシル基；ヒドロキシル基；－ＣＨ2 ＣＮ基；炭素原子
数１ないし１８のアルコキシ基；炭素原子数５ないし１２のシクロアルコキシ基；炭素原
子数３ないし６のアルケニル基；炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基；炭素原子
数１ないし４のアルキル基によりフェニル環が１回，２回又は３回置換された炭素原子数
７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；或いは、脂肪族の炭素原子数１ないし８のア
ルカノイル基を表わす｝で表わされる基を表わし、
Ｒ6 ないしＲ15は、互いに独立して、水素原子；ヒドロキシル基；－ＣＮ基；炭素原子数
１ないし２０のアルキル基；炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基；炭素原子数７ない
し２０のフェニルアルキル基；炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数
４ないし１２のシクロアルコキシ基；ハロゲン原子；ハロ－炭素原子数１ないし５のアル
キル基；スルホニル基；カルボキシル基；アシルアミノ基；アシルオキシ基；炭素原子数
１ないし１２のアルコキシカルボニル基；アミノカルボニル基；－Ｏ－Ｙ基；又は－Ｏ－
Ｚ基を表わし；或いは、Ｒ8 及びＲ9 は、フェニル基と一緒になって、１個又はそれより
多くの酸素原子又は窒素原子により中断された環式基を表わし；そしてＲ11は、ｑが０を
表わす場合には、更に－ＮＧ16Ｇ17基（式中、Ｇ16及びＧ17は上記において定義されたも
のと同じ意味を表わす）の意味を含み、
Ｍはアルカリ金属を表わし、
ｐは１又は２を表わし、
ｑは０又は１を表わし、そして
ｐ＝１の場合は、
Ｘ，Ｙ及びＺは、互いに独立して、Ｒy 基；Ｒx 基により置換された炭素原子数１ないし
２４のアルキル基；１個又はそれより多くの酸素原子により中断され且つ１個又はそれよ
り多くの－ＯＨ基及び／又はＲx 基により置換された炭素原子数２ないし５０のアルキル
基；Ｒx 基により置換された炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基；－ＯＲy 基に
より置換された炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基；１個又はそれより多くの酸
素原子により中断された炭素原子数４ないし２０のアルケニル基；或いは、次式：
【化２３】
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で表わされる基のうちの一つを表わし、
Ｒ2 及びＲ′2 は、互いに独立して、炭素原子に結合している場合は、Ｒx 基を表わし、
そして、炭素以外の原子に結合している場合は、Ｒy 基を表わし、
ｎは０ないし２０を表わし、そして
ｍは０ないし２０を表わし、そして
ｐ＝２の場合は、
Ｙ及びＺは、互いに独立して、ｐ＝１の場合における意味と同じ意味を表わし、そして
Ｘは炭素原子数２ないし１２のアルキレン基；－ＣＯ－（炭素原子数２ないし１２のアル
キレン）－ＣＯ－基；－ＣＯ－フェニレン－ＣＯ－基；－ＣＯ－ビフェニレン－ＣＯ－基
；－ＣＯ－Ｏ－（炭素原子数２ないし１２のアルキレン）－Ｏ－ＣＯ－基；－ＣＯ－Ｏ－
フェニレン－Ｏ－ＣＯ－基；－ＣＯ－Ｏ－ビフェニレン－Ｏ－ＣＯ－基；－ＣＯ－ＮＲ′
－（炭素原子数２ないし１２のアルキレン）－ＮＲ′－ＣＯ－基；－ＣＯ－ＮＲ′－フェ
ニレン－ＮＲ′－ＣＯ－基；－ＣＯ－ＮＲ′－ビフェニレン－ＮＲ′－ＣＯ－基；－ＣＨ

2 －ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 －基；－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＲ2 ）－ＣＨ2 －基；－ＣＨ2 －Ｃ
Ｈ（ＯＨ）－ＣＨ2 －Ｏ－Ｄ－Ｏ－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 －基；－ＣＨ（（ＣＨ

2 ）n Ｒ2 ）－ＣＯＯ－Ｄ－ＯＯＣ－ＣＨ（（ＣＨ2 ）n Ｒ2 ）－基；－ＣＨ2 －ＣＨ（
ＯＲ2 ）－ＣＨ2 －Ｏ－Ｄ－Ｏ－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＲ2 ）－ＣＨ2 －基を表わし、
Ｄは炭素原子数２ないし１２のアルキレン基；１個又はそれより多くの酸素原子により中
断された炭素原子数４ないし５０のアルキレン基；フェニレン基；ビフェニレン基又はフ
ェニレン－Ｅ－フェニレンを表わし、
Ｅは－Ｏ－基；－Ｓ－基；－ＳＯ2 －基；－ＣＨ2 －基；－ＣＯ－基；又は－Ｃ（ＣＨ3 

）2 －基を表わし、
Ｒx は水素原子；ヒドロキシル基；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原子数４
ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基；炭素原子数４
ないし１２のシクロアルコキシ基；各々、１個又はそれより多くの酸素原子により中断さ
れた炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基又は炭素原子数４ないし１２のシクロア
ルキルオキシ基；炭素原子数６ないし１２のアリール基；ヘテロ－炭素原子数３ないし１
２のアリール基；－ＯＲz 基；－ＮＨＲz 基；－Ｒz 基；－ＣＯＮＲ′Ｒ″基；アリル基
；炭素原子数２ないし２０のアルケニル基；炭素原子数４ないし１２のシクロアルケニル
基；１個又はそれより多くの酸素原子により中断された炭素原子数４ないし１２のシクロ
アルケニル基；炭素原子数３ないし２０のアルキニル基；又は、炭素原子数６ないし１２
のシクロアルキニル基；或いは、各々、ヒドロキシル基，－ＮＨ2 基，－ＮＨ－炭素原子
数１ないし８のアルキル基，－ＮＨ－シクロヘキシル基，－Ｎ（炭素原子数１ないし８の
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アルキル）2 基，ジシクロヘキシルアミノ基，ハロゲン原子，炭素原子数１ないし２０の
アルキル基，炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基，炭素原子数４ないし１２のシクロ
アルキル基，炭素原子数４ないし１２のシクロアルコキシ基，炭素原子数２ないし２０の
アルケニル基，炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基，炭素原子数３ないし２０の
アルキニル基，炭素原子数６ないし１２のシクロアルキニル基，炭素原子数６ないし１２
のアリール基，アシルアミノ基，アシルオキシ基，スルホニル基，カルボキシル基，（メ
タ）アクリルオキシ基，（メタ）アクリルアミノ基，次式：
【化２４】

で表わされる基により置換された炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数２な
いし２０のアルコキシ基又は炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基を表わし、
Ｒy は水素原子；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原子数４ないし１２のシク
ロアルキル基；１個又はそれより多くの酸素原子により中断された炭素原子数４ないし１
２のシクロアルキル基；炭素原子数６ないし１２のアリール基；ヘテロ－炭素原子数３な
いし１２のアリール基；－Ｒz 基；アリル基；炭素原子数２ないし２０のアルケニル基；
中断されていないか、１個又はそれより多くの酸素原子により中断された炭素原子数４な
いし１２のシクロアルケニル基；炭素原子数３ないし２０のアルキニル基；又は、炭素原
子数６ないし１２のシクロアルキニル基；或いは、各々、ヒドロキシル基，－ＮＨ2 基，
－ＮＨ－炭素原子数１ないし８のアルキル基，－ＮＨ－シクロヘキシル基，－Ｎ（炭素原
子数１ないし８のアルキル）2 基，ジシクロヘキシルアミノ基，ハロゲン原子，炭素原子
数１ないし２０のアルキル基，炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基，炭素原子数４な
いし１２のシクロアルキル基，炭素原子数４ないし１２のシクロアルコキシ基，炭素原子
数２ないし２０のアルケニル基，炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基，炭素原子
数３ないし２０のアルキニル基，炭素原子数６ないし１２のシクロアルキニル基，炭素原
子数６ないし１２のアリール基，アシルアミノ基，アシルオキシ基，スルホニル基，カル
ボキシル基，（メタ）アクリルオキシ基，（メタ）アクリルアミノ基，次式：
【化２５】

で表わされる基により置換された炭素原子数１ないし２０のアルキル基又は炭素原子数４
ないし１２のシクロアルキル基を表わし、
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Ｒz は－ＣＯＲ′基；－ＣＯＯＲ′基；－ＣＯＮＲ′Ｒ″基；－ＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ2 基；
－ＣＯ－Ｃ（ＣＨ3 ）＝ＣＨ2 基を表わし、
Ｒ′及びＲ″は、互いに独立して、水素原子；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；１
個又はそれより多くの酸素原子により中断された炭素原子数４ないし５０のアルキル基；
炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基；１個又はそれより多くの酸素原子により中
断された炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数２ないし２０のアルケ
ニル基；１個又はそれより多くの酸素原子により中断された炭素原子数２ないし２０のア
ルケニル基を表わし；又は、炭素原子数６ないし１２のアリール基を表わし；或いは、各
々、ヒドロキシル基，－ＮＨ2 基，－ＮＨ－炭素原子数１ないし８のアルキル基，－ＮＨ
－シクロヘキシル基，－Ｎ（炭素原子数１ないし８のアルキル）2 基，ジシクロヘキシル
アミノ基，ハロゲン原子，炭素原子数１ないし２０のアルキル基，炭素原子数１ないし２
０のアルコキシ基，炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基，炭素原子数４ないし１
２のシクロアルコキシ基，炭素原子数２ないし２０のアルケニル基，炭素原子数４ないし
１２のシクロアルキル基，炭素原子数３ないし２０のアルキニル基，炭素原子数６ないし
１２のシクロアルキニル基，炭素原子数６ないし１２のアリール基，アシルアミノ基，ア
シルオキシ基，スルホニル基，カルボキシル基，（メタ）アクリルオキシ基，（メタ）ア
クリルアミノ基，次式：
【化２６】

で表わされる基により置換された炭素原子数１ないし２０のアルキル基又は炭素原子数４
ないし１２のシクロアルキル基を表わす〕とからなる混合物を提供する。
【０００６】
【発明の実施の形態】
特に工業的に重要な混合物は、式Ｉ及びIIで表わされる化合物において、トリアジン環に
対してパラ位のそれらのヒドロキシル基がエーテル化されているか又はエステル化されて
いる、すなわち、それらの基Ｇ及びＸが水素原子ではない式Ｉ及びIIで表わされる化合物
の混合物である。
【０００７】
同一の表示を持つ二つ又はそれより多くの基は、同一又は異なる意味を有してよい。例え
ば、式Ｉで表わされる化合物は、二つ又はそれより多くの式Ｉａ（式中、基Ｇは同一又は
異なってよい）で表わされる基を含んでよい。
【０００８】
Ｒx は、各々の場合において、炭素原子に結合し、Ｒy は、例えば、Ｏ原子又はＮ原子の
ようなヘテロ原子、とりわけ、Ｏ原子を表わす。
【０００９】
本発明の範疇における式IIで表わされる好ましい化合物において、
Ｒx は水素原子；ヒドロキシル基；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原子数４
ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基；炭素原子数６
ないし１２のシクロアルコキシ基；フェニル基；－ＯＲz 基；－ＮＨＲz 基；－Ｒz 基；
－ＣＯＮＲ′Ｒ″基；アリル基を表わし、；或いは、各々、ヒドロキシル基，炭素原子数
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１ないし２０のアルキル基，炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基，アシルオキシ基，
カルボキシル基，（メタ）アクリルオキシ基により置換された炭素原子数１ないし２０の
アルキル基、炭素原子数２ないし２０のアルコキシ基又は炭素原子数４ないし１２のシク
ロアルキル基を表わし；とりわけ、水素原子；ヒドロキシル基；炭素原子数１ないし１２
のアルキル基；炭素原子数６ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数１ないし２０の
アルコキシ基；炭素原子数６ないし１２のシクロアルコキシ基；フェニル基；－ＯＲz 基
；－ＮＨＲz 基；－Ｒz 基；アリル基；或いは、各々、ヒドロキシル基，炭素原子数１な
いし１２のアルキル基，炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基又はカルボキシル基によ
り置換された炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数２ないし２０のアルコキ
シ基又はシクロヘキシル基を表わし；
Ｒy は水素原子；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原子数４ないし１２のシク
ロアルキル基；フェニル基；－Ｒz 基；アリル基；或いは、各々、ヒドロキシル基，炭素
原子数１ないし２０のアルキル基，炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基，アシルオキ
シ基，カルボキシル基，（メタ）アクリルオキシ基により置換された炭素原子数１ないし
２０のアルキル基又は炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基を表わし、とりわけ、
水素原子；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原子数６ないし１２のシクロアル
キル基；フェニル基；－Ｒz 基；アリル基；或いは、各々、ヒドロキシル基，炭素原子数
１ないし１２のアルキル基，炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基又はカルボキシル基
により置換された炭素原子数１ないし２０のアルキル基又はシクロヘキシル基を表わし、
そして
Ｒ′及びＲ″は、互いに独立して、水素原子；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭
素原子数４ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数２又は３のアルケニル基；フェニ
ル基を表わし；或いは、各々、ヒドロキシル基，炭素原子数１ないし１２のアルキル基，
炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基又はカルボキシル基により置換された炭素原子数
１ないし２０のアルキル基又はシクロヘキシル基を表わす。
【００１０】
置換基ハロゲン原子は、－Ｆ基、－Ｃｌ基、－Ｂｒ基又は－Ｉ基；好ましくは、－Ｆ基又
は－Ｃｌ基、とりわけ、－Ｃｌ基である。炭素原子数１ないし４のハロアルキル基は、１
個又はそれより多くのハロゲン原子により置換されたアルキル基、例えば、クロロメチル
基、２－クロロエチル基、クロロプロピル基、クロロブチル基を表わし；特に、重要な基
はトリフルオロメチル基である。
【００１１】
アルカリ金属は、通常、金属類：Ｌｉ，Ｎａ，Ｋ，Ｒｂ，Ｃｓのうちの一つ、特に、Ｌｉ
，Ｎａ，Ｋ、とりわけ、Ｎａである。
【００１２】
アルキルフェニル基は、アルキル基により置換されたフェニル基を表わす；炭素原子数７
ないし１４のアルキルフェニル基は、例えば、メチルフェニル基（トリル基）、ジメチル
フェニル基（キシリル基）、トリメチルフェニル基（メシチル基）、エチルフェニル基、
プロピルフェニル基、ブチルフェニル基、ジブチルフェニル基、ペンチルフェニル基、ヘ
キシルフェニル基、ヘプチルフェニル基、オクチルフェニル基を包含する。
【００１３】
フェニルアルキル基は、フェニル基により置換されたアルキル基を表わす；炭素原子数７
ないし１１のフェニルアルキル基は、例えば、ベンジル基、α－メチルベンジル基、α，
α－ジメチルベンジル基、フェニルエチル基、フェニルプロピル基、フェニルブチル基、
フェニルペンチル基を包含する。
【００１４】
グリシジル基は２，３－エポキシプロピル基を表わす。
【００１５】
Ｏ原子，Ｎ原子又はＳ原子により中断され且つ－ＯＨ基により置換されたアルキル基は、
通常、記載された意味の範囲内において、１個又はそれより多くの前記ヘテロ原子を含み
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、この場合、酸素原子，窒素原子及び硫黄原子は隣接して存在しない。通常、アルキル鎖
中のヘテロ原子及びヒドロキシル基は隣接しない；好ましくは、アルキル鎖の炭素原子は
、１個を越えない酸素原子，窒素原子及び硫黄原子に結合する。
【００１６】
炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基は、例えば、メトキシ基、エトキシ基、プロポキ
シ基、ブトキシ基、ペンチルオキシ基、ヘキシルオキシ基、ヘプチルオキシ基、オクチル
オキシ基、イソオクチルオキシ基、ノニルオキシ基、ウンデシルオキシ基、ドデシルオキ
シ基、テトラデシルオキシ基又ペンタデシルオキシ基、ヘキサデシルオキシ基、ヘプタデ
シルオキシ基、オクタデシルオキシ基、ノナデシルオキシ基又はエイコシルオキシ基のよ
うな、直鎖状又は分岐鎖状の基である。
【００１７】
フェニルアルキル基は、フェニル基により置換されたアルキル基である。炭素原子数７な
いし２０のフェニルアルキル基は、例えば、ベンジル基、α－メチルベンジル基、α，α
－ジメチルベンジル基、フェニルエチル基、フェニルプロピル基、フェニルブチル基、フ
ェニルペンチル基、フェニルヘキシル基、フェニルヘプチル基、フェニルオクチル基、フ
ェニルノニル基、フェニルデシル基、フェニルドデシル基又はフェニルテトラデシル基を
包含する。
【００１８】
炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基は、例えば、シクロブチル基、シクロペンチ
ル基、シクロヘプチル基、シクロオクチル基、シクロノニル基、シクロデシル基、シクロ
ウンデシル基、シクロドデシル基、及び特に、シクロヘキシル基である。
【００１９】
１個又はそれより多くの酸素原子により中断された炭素原子数４ないし１２のシクロアル
キル基の適する例は、テトラヒドロフラニル基、１－オキサ－４－シクロヘキシル基又は
１，３－ジオキサ－４－シクロヘキシル基である。
【００２０】
記載された定義の範疇において、アルケニル基は、とりわけ、ビニル基、アリル基、イソ
プロペニル基、２－ブテニル基、３－ブテニル基、イソブテニル基、ｎ－ペンタ－２，４
－ジエニル基、３－メチル－ブテ－２－エニル基、ｎ－オクテ－２－エニル基、ｎ－ドデ
セ－２－エニル基、イソ－ドデセニル基、ｎ－オクタデセ－４－エニル基を包含する。ア
ルケニル基としてのＲx ，Ｒ′及びＲ″は、好ましくは、炭素原子数２ないし１８のアル
ケニル基、とりわけ、ビニル基又はアリル基であり、Ｒy は、好ましくは、炭素原子数３
ないし１８のアルケニル基、とりわけ、アリル基である。
【００２１】
炭素原子数２ないし１８のアルカノイル基は、例えば、アセチル基、プロピオニル基、ア
クリロイル基、メタクリロイル基又はベンゾイル基である。
【００２２】
炭素原子数５ないし１２のシクロアルケニル基は、例えば、２－シクロペンテン－１－イ
ル基、２，４－シクロペンタジエン－１－イル基、２－シクロヘキセン－１－イル基、２
－シクロヘプテン－１－イル基又は２－シクロオクテン－１－イル基である。
【００２３】
炭素原子数４ないし１２のシクロアルコキシル基は、例えば、シクロブチルオキシ基、シ
クロペンチルオキシ基、シクロヘキシルオキシ基、シクロヘプチルオキシ基、シクロオク
チルオキシ基、シクロノニルオキシ基、シクロデシルオキシ基、シクロウンデシルオキシ
基、シクロドデシルオキシ基、及び特に、シクロヘキシルオキシ基である。
【００２４】
アリール基は、通常、芳香族炭化水素基、例えば、フェニル基、ビフェニル基又はナフチ
ル基を表わす。アラルキル基は、一般的に、アリール基で置換されたアルキル基である；
それ故、炭素原子数７ないし１２のアルアルキル基は、例えば、ベンジル基、フェニルエ
チル基、フェニルプロピル基、フェニルブチル基、フェニルペンチル基及びフェニルヘキ
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シル基を包含する；ベンジル基及びα－メチルベンジル基が好ましい。アルキルアリール
基は、アルキル基により置換されたアリール基である；炭素原子数７ないし１８のアルキ
ルアリール基は、中でも、メチルフェニル基（トリル基）、ジメチルフェニル基（キシリ
ル基）、トリメチルフェニル基、テトラメチルフェニル基、ペンタメチルフェニル基、エ
チルフェニル基、プロピルフェニル基（すなわち、クミル基）、ブチルフェニル基（すな
わち、第三ブチルフェニル基）、メチルブチルフェニル基、ジブチルフェニル基、ペンチ
ルフェニル基、ヘキシルフェニル基、ジヘキシルフェニル基、ヘプチルフェニル基、オク
チルフェニル基、ノニルフェニル基、デシルフェニル基、ウンデシルフェニル基、ドデシ
ルフェニル基、メチルナフチル基、ジメチルナフチル基、エチルナフチル基、プロピルナ
フチル基、ブチルナフチル基、ペンチルナフチル基、ヘキシルナフチル基、ヘプチルナフ
チル基、オクチルナフチル基を包含する；これらの中で、特に重要なものは、例えば、ト
リル基、キシリル基、プロピルフェニル基及びブチルフェニル基である。
【００２５】
炭素原子数６ないし１２のアリール基の特別な例は、フェニル基、ナフチル基及びビフェ
ニル基である。
【００２６】
ヘテロ－炭素原子数３ないし１２のアリール基の例は、好ましくは、ピリミジニル基、ト
リアジニル基、ピロリル基、フラニル基、チオフェニル基又はキノリニル基である。
【００２７】
アルキル基としての基Ｇ，Ｇ3 ，Ｇ4 ，Ｇ5 ，Ｇ6 ，Ｇ8 ，Ｇ9 ，Ｇ10，Ｇ11，Ｇ12，Ｇ

13，Ｇ14，Ｒ1 ，Ｒ2 ，Ｒ′2 ，Ｒ3 ，Ｒ5 ，Ｒ6 ないしＲ15，Ｒx ，Ｒy ，Ｔ，Ｘ，Ｙ
，Ｚは、記載された定義の範囲内において、直鎖状又は分岐鎖状の基、例えば、メチル基
、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、第二ブチル基、イソブチル基
、第三ブチル基、２－エチルブチル基、ｎ－ペンチル基、イソペンチル基、１－メチルペ
ンチル基、１，３－ジメチルブチル基、ｎ－ヘキシル基、１－メチルヘキシル基、ｎ－ヘ
プチル基、イソヘプチル基、１，１，３，３－テトラメチルブチル基、１－メチルヘプチ
ル基、３－メチルヘプチル基、ｎ－オクチル基、２－エチルヘキシル基、１，１，３－ト
リメチルヘキシル基、１，１，３，３－テトラメチルペンチル基、ノニル基、デシル基、
ウンデシル基、１－メチルウンデシル基、ドデシル基、１，１，３，３，５，５－ヘキサ
メチルヘキシル基、トリデシル基、テトラデシル基、ペンタデシル基、ヘキサデシル基、
ヘプタデシル基、オクタデシル基である。アルキル基としてのＧ3 ，Ｇ4 ，Ｇ5 ，Ｒ6 な
いしＲ15，Ｒ2 ，Ｒ′2 ，Ｇ8 ，Ｇ9 ，Ｇ10，Ｇ11，Ｇ12，Ｇ13，Ｇ14及びＴは、好まし
くは短鎖基、例えば、炭素原子数１ないし８のアルキル基、とりわけ、炭素原子数１ない
し４のアルキル基、例えば、メチル基又はブチル基である。
【００２８】
Ｇ3 ，Ｇ4 ，Ｇ5 及びＲ6 ないしＲ15は、互いに独立して、特に好ましくは、水素原子、
メチル基、メトキシ基、エチル基又はイソプロピル基、とりわけ、水素原子又はメチル基
である。
【００２９】
炭素原子数４ないし１６のジアルキルアミノアルキル基としてのＧ9 又はＧ10は、ジアル
キルアミノ基により置換されたアルキル基であり、前記基は全体として、４個ないし１６
個の炭素原子を含む。これらの例は、（ＣＨ3 ）2 Ｎ－ＣＨ2 ＣＨ2 －基；（Ｃ2 Ｈ5 ）

2 Ｎ－ＣＨ2 ＣＨ2 －基；（Ｃ3 Ｈ7 ）2 Ｎ－ＣＨ2 ＣＨ2 －基；（Ｃ4 Ｈ9 ）2 Ｎ－Ｃ
Ｈ2 ＣＨ2 －基；（Ｃ5 Ｈ11）2 Ｎ－ＣＨ2 ＣＨ2 －基；（Ｃ6 Ｈ13）2 Ｎ－ＣＨ2 ＣＨ

2 －基；（ＣＨ3 ）2 Ｎ－ＣＨ2 ＣＨ2 ＣＨ2 －基；（Ｃ2 Ｈ5 ）2 Ｎ－ＣＨ2 ＣＨ2 Ｃ
Ｈ2 －基；（Ｃ3 Ｈ7 ）2 Ｎ－ＣＨ2 ＣＨ2 ＣＨ2 －基；（Ｃ4 Ｈ9 ）2 Ｎ－ＣＨ2 ＣＨ

2 ＣＨ2 －基；（Ｃ5 Ｈ11）2 Ｎ－ＣＨ2 ＣＨ2 ＣＨ2 －基；（Ｃ6 Ｈ13）2 Ｎ－ＣＨ2 

ＣＨ2 ＣＨ2 －基である。
【００３０】
炭素原子数３ないし９のアルキレン基又は－オキサアルキレン基又は－アザアルキレン基



(15) JP 4379640 B2 2009.12.9

10

20

30

40

50

としての結合した意味におけるＧ9 及びＧ10は、これらに結合した窒素原子と一緒になっ
て、通常、３個ないし９個の炭素原子を含む５－ないし９－員環を表わし、そして前記５
－ないし９－員環は、直接隣接する窒素原子又は酸素原子（ヒドラジン，オキシルアミン
又は過酸化物の構造）を除いて、更に窒素原子又は酸素原子を含んでよい。前記の例は、
ピロリジノ基、ピペリジノ基、ピペラジノ基、モルホリノ基を包含する。
【００３１】
非置換又は置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基としてのＧ又はＸ，Ｙ
及び／又はＺは、例えば、シクロペンチル基、シクロヘキシル基、シクロヘプチル基、シ
クロオクチル基、シクロドデシル基、メチルシクロヘキシル基又はアセチルオキシシクロ
ヘキシル基である；好ましいものは、シクロヘキシル基及びシクロヘプチル基である。
【００３２】
アルキル基が別の構成要素を有する場合又は個々の基がアルキレン基である場合は、遊離
の原子価、及び置換基に対する結合も、同一の炭素原子から又は異なる炭素原子から出発
してよい。ヘテロ原子に対する結合は異なる炭素原子から出発することが好ましい。
【００３３】
それ故、置換された炭素原子数１ないし１２のアルキル基としてのＧ，Ｘ，Ｙ及びＺは、
例えば、ヒドロキシアルキル基、例えば、２－ヒドロキシエチル基、３－ヒドロキシプロ
ピル基又は２－ヒドロキシプロピル基；アルコキシヒドロキシアルキル基、例えば、２－
ヒドロキシ－３－メトキシプロピル基、２－ヒドロキシ－３－エトキシプロピル基、２－
ヒドロキシ－３－ブトキシプロピル基、２－ヒドロキシ－３－ヘキソキシプロピル基又は
２－ヒドロキシ－３－（２－エチルヘキシルオキシ）プロピル基；アルコキシカルボニル
アルキル基、例えば、メトキシカルボニルメチル基、エトキシカルボニルメチル基、ブト
キシカルボニルメチル基、オクチルオキシカルボニルメチル基、１－オクチルオキシカル
ボニル－１－メチルメチル基、１－オクチルオキシカルボニル－１－エチルメチル基又は
１－オクチルオキシカルボニル－１－ヘキシルメチル基；或いは、アルカノイルオキシア
ルキル基又はアルケノイルオキシアルキル基、例えば、２－（アセチルオキシ）エチル基
、２－アクリルオキシエチル基又は２－メタクリルオキシエチル基；或いは、例えば、３
－アクリルオキシ－又は３－メタクリルオキシ－２－ヒドロキシプロピル基からなる。
【００３４】
－ＯＨ基，アルコキシ基，フェノキシ基，－ＣＯＯＧ8 基及び／又は－ＯＣＯＧ11基によ
り置換されたアルキル基としてのＧ，Ｘ，Ｙ及びＺは、例えば、下記の意味：－ＣＨ2 Ｃ
Ｈ（ＯＨ）ＣＨ2 Ｏ－Ｒ19〔式中、Ｒ19は、アルキル基に対する上記の定義のうちの一つ
を有し、又は、例えば、フェニル基、アセチル基、プロピオニル基、アクリロイル基又は
メタクリロイル基；或いは、アルキルオキシカルボニルアルキル基を表わす〕を含み；こ
の様な基の例は、－ＣＨ2 ＣＨ2 ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ2 基、－ＣＨ2 ＣＨ（ＯＨ）Ｃ8 Ｈ17

基、－ＣＨ2 ＣＨ（ＯＨ）Ｃ12Ｈ25基、－ＣＨ2 ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ2 Ｏ－ｎ－Ｃ8 Ｈ17基
、－ＣＨ2 ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ2 Ｏ－Ｃ6 Ｈ5 基、－ＣＨ2 ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ2 Ｏ－ＣＨ2 

ＣＨ（Ｃ2 Ｈ5 ）－（ＣＨ2 ）3 －ＣＨ3 基、－ＯＣＨ2 ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ2 ＯＣＯＣ（
ＣＨ3 ）＝ＣＨ2 基、－ＯＣＨ2 ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ2 ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ2 基である。
【００３５】
Ｏ原子により中断され且つ非置換又は－ＯＨ基により置換されたアルキル基としてのＧ，
Ｘ，Ｙ及びＺ、並びに又、Ｇ8 及びＧ11は、１個又はそれより多くの酸素原子により中断
され且つ１個又はそれより多くの－ＯＨ基により置換されていてよい。好ましくは、これ
らの基は、二つ又はそれより多くのＯ原子、例えば２～１２個の酸素原子により中断され
、且つ非置換又は１～２個の－ＯＨ基により置換されている。前記定義中のＧ8 又はＧ11

は、好ましくは、式－（ＣＨ2 ＣＨＧ15－Ｏ）i －Ｇ18で表わされる基を表わし、そして
、Ｇ，Ｘ，Ｙ及びＺは、好ましくは、式－（ＣＨ2 ＣＨＧ15－Ｏ）i －Ｇ18又は－ＣＨ2 

－ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 －Ｏ－（ＣＨ2 ＣＨＧ15－Ｏ）i －Ｇ18〔式中、ｉは１～１６の
範囲からの、特に２～１２の範囲からの、とりわけ４～１０の範囲からの数を表わし、Ｇ

15は水素原子又はメチル基を表わし、そして、Ｇ18は水素原子、炭素原子数１ないし１８
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で表わされる基を表わす。この様な基の代表的な例は、例えば、４～１０個のエチレンオ
キシ単位を有し、分子鎖の末端に遊離ヒドロキシル基を持ち、又は分子鎖の末端がアルキ
ル基により飽和された、ポリオキシエチレン基である。
【００３６】
アシルアミノ基又はアシルオキシ基として記載された基、例えば、Ｒ6 ないしＲ15は、好
ましくは、各々、炭素原子数２ないし１２のアシルアミノ基又は－アシルオキシ基である
。
アシル基は－ＣＯ－Ｒ基（式中、Ｒは、殆どの場合において１～１１個の炭素原子を含む
有機基である）であり、通常、炭素原子数１ないし１１のアルキル基、炭素原子数２ない
し１１のアルケニル基、炭素原子数６ないし１０のアリール基、炭素原子数７ないし１１
のフェニルアルキル基又は炭素原子数７ないし１１のアルキルフェニル基である。記載さ
れた意味の範囲内において、アシルアミノ基はしばしば、基－Ｎ（Ｒ2 ）－ＣＯ－Ｒ′2 

を表わす。
【００３７】
Ｒ6 ないしＲ15は、互いに独立して、好ましくは、水素原子；炭素原子数１ないし２０の
アルキル基；炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基；ハロゲン原子を表わす。ｑが０を
表わす場合には、好ましい意味におけるＲ13は更にヒドロキシル基を含み、そして、好ま
しい意味におけるＲ12は更に－ＯＹ基を含む。
【００３８】
Ｒ1 及びＧ6 は、互いに独立して、好ましくは、水素原子、炭素原子数１ないし２４のア
ルキル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基又は炭素原子数７ないし１５のフ
ェニルアルキル基、例えば、水素原子、ブチル基、ペンチル基、ヘキシル基、ヘプチル基
、オクチル基、シクロヘキシル基、ベンジル基、１－フェニルエチル基又は次式：
【化２７】

で表わされる基を表わす。
【００３９】
水素原子を表わさない場合は、Ｒ1 及びＧ6 は、好ましくは、５位（－ＯＨ基に対してパ
ラ位で且つ－ＯＧ基又は－ＯＸ基に対してオルト位）に存在する。特に重要な化合物は、
Ｒ1 及びＧ6 が水素原子、炭素原子数１ないし１０のアルキル基又は炭素原子数７ないし
１５のフェニルアルキル基を表わす化合物である。特に好ましい化合物は、Ｒ1 及びＧ6 

が各々水素原子を表わす化合物である。
【００４０】
本新規化合物中の式IIで表わされる化合物は、例えば、次式：
【化２８】
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で表わされる化合物であり、そして特に、次式：
【化２９】

〔式中、Ｒ1 ，Ｘ，Ｙ，Ｚ及びｐは、式IIにおいて記載された意味を表わす〕で表わされ
る化合物である。
【００４１】
本新規混合物が、式中、Ｇ6 が水素原子を表わさない式Ｉで表わされる化合物を含む場合
には、それ故、Ｅ1 及びＥ2 は、殆どの場合、式Ｉａで表わされる化合物を表わす。
【００４２】
本新規混合物が、式中、Ｒ1 が水素原子を表わさない式IIで表わされる化合物を含む場合
には、それ故、Ｒ6 ないしＲ15は殆どの場合、水素原子、炭素原子数１ないし２０のアル
キル基、炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基又はハロゲン原子を表わす。
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【００４３】
式Ｉで表わされる化合物において、Ｇ6 が水素原子を表わし、そして、式IIで表わされる
化合物において、Ｒ1 が水素原子を表わさない本新規混合物、並びに又、式Ｉで表わされ
る化合物において、Ｇ6 が水素原子を表わさず、そして、式IIで表わされる化合物におい
て、Ｒ1 が水素原子を表わす本新規混合物は、各々、とりわけ工業上重要である。
【００４４】
本新規混合物中の式Ｉで表わされる化合物において、基Ｅ1 及びＥ2 のうちの一方が式Ｉ
ａで表わされる基を表わし、そして他方が式Ｉｂで表わされる基を表わす場合には、それ
故、式IIで表わされる化合物は好ましくは、次式：
【化３０】
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で表わされる化合物のうちの一つを表わさない；特に好ましいものは、式中、Ｒ1 が水素
原子を表わさず及び／又はｐが２を表わす式IIで表わされる化合物の場合である。
【００４５】
本新規混合物中の式Ｉで表わされる化合物において、基Ｅ1 及びＥ2 の両方が式Ｉａで表
わされる基を表わす場合には、それ故、式IIで表わされる化合物は好ましくは、次式：
【化３３】

で表わされる化合物ではない。
【００４６】
特に好ましいものは、この場合、式中、Ｒ1 が水素原子を表わさず及び／又は、式中、Ｘ
が水素原子を表わさず、そして、基Ｒ11ないしＲ13のうちの何れの基もヒドロキシル基を
表わさない式IIで表わされる化合物である。
【００４７】
とりわけ重要なものは、式Ｉ中、基Ｅ1 及びＥ2 の両方が式Ｉａで表わされる基又はＩｂ
で表わされる基の何れか、特に両方が式Ｉａで表わされる基を表わし、そして、式II中、
基Ｒ11ないしＲ13のうちの何れの基もヒドロキシル基を表わさない本新規混合物、並びに
、式Ｉ中、基Ｅ1 及びＥ2 のうちの一方が式Ｉａで表わされる基を表わし、そして他方が
式Ｉｂで表わされる基を表わすか、或いは、基Ｅ1 及びＥ2 の両方が式Ｉｂで表わされる
基を表わし、そして、式II中、ｑが０を表わし、そして、基Ｒ11ないしＲ13のうちの一つ
がトリアジン環に対して２位に存在し且つヒドロキシル基を表わす本新規混合物である。
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【００４８】
ｋは好ましくは１である。
【００４９】
式Ｉで表わされる化合物が式Ｉａで表わされる基を含む場合には、それ故、式Ｉａ中の置
換基Ｇ3 ～Ｇ5 は、好ましくは、次式：
【化３４】

に示される如く、トリアジン環に対して２，４，６位に存在する。
【００５０】
本新規混合物における使用のために特に重要な化合物は、式中、ｋが１を表わし、Ｇ3 ，
Ｇ4 及びＧ5 が、互いに独立して、水素原子又はメチル基を表わし、Ｇ6 が水素原子を表
わし、そして、Ｇが炭素原子数１ないし１８のアルキル基又は３－（炭素原子数３ないし
１８のアルコキシ）－２－ヒドロキシプロピル基を表わす前記式Ｉで表わされる化合物で
ある。
【００５１】
Ｒ11及びＲ12がフェニル基と一緒になって環式基を形成する場合には、この基は、例えば
、３，４－ジメチレンジオキシフェニル基である。
【００５２】
Ｒx はしばしば水素原子を表わす；Ｒx 基により置換された基は、この場合、非置換基で
ある。
【００５３】
特に重要なものは、式Ｉで表わされる化合物の代わりに次式Ｉ′：
【化３５】

〔式Ｉ′中、
ｋは１又は２を表わし、そして
ｋ＝１の場合は、
Ｅ1 及びＥ2 は、互いに独立して、次式Ｉａ又はＩ′ｂ：
【化３６】
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で表わされる基を表わし、そして
Ｇは水素原子又は炭素原子数１ないし１８のアルキル基；又は、－ＯＨ基，炭素原子数１
ないし１８のアルコシキ基，アリルオキシ基，ハロゲン原子，＝Ｏ基，－ＣＯＯＨ基，－
ＣＯＯＧ8 基，－ＣＯＮＨ2 基，－ＣＯＮＨＧ9 基，－ＣＯＮ（Ｇ9 ）（Ｇ10）基，－Ｎ
Ｈ2 基，－ＮＨＧ9 基，＝ＮＧ9 基，－Ｎ（Ｇ9 ）（Ｇ10）基，－ＮＨＣＯＧ11基，－Ｃ
Ｎ基，－ＯＣＯＧ11基，フェノキシ基及び／又は炭素原子数１ないし８のアルキル基－，
炭素原子数１ないし１８のアルコシキ基－若しくはハロ－置換フェノキシ基により置換さ
れた炭素原子数１ないし１８のアルキル基を表わし；或いは、Ｇは－Ｏ－基により中断さ
れ且つ－ＯＨ基により置換されてよい炭素原子数３ないし５０のアルキル基を表わし；或
いは、Ｇは炭素原子数３ないし６のアルケニル基；グリシジル基；炭素原子数５ないし１
２のシクロアルキル基；－ＯＨ基，炭素原子数１ないし４のアルキル基又は－ＯＣＯＧ11

基により置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基；非置換又は－ＯＨ基，
塩素原子，炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基又は炭素原子数１ないし１８のアルキ
ル基により置換された炭素原子数７ないし１１のフェニルアルキル基；－ＣＯ－Ｇ12基又
は－ＳＯ2 －Ｇ13基を表わし、
Ｇ3 ，Ｇ4 及びＧ5 は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル
基；炭素原子数２ないし６のアルケニル基；炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基；炭
素原子数５ないし１２のシクロアルコキシ基；炭素原子数２ないし１８のアルケノキシ基
；ハロゲン原子；－ＣＮ基；炭素原子数１ないし４のハロアルキル基；炭素原子数７ない
し１１のフェニルアルキル基；－ＣＯＯＧ8 基；－ＣＯＮＨ2 基；－ＣＯＮＨＧ9 基；－
ＣＯＮＧ9 Ｇ10基；スルホ基；炭素原子数２ないし１８のアシルアミノ基；－ＯＣＯＧ11

基；フェニルオキシ基；或いは、各々、炭素原子数１ないし１８のアルキル基，炭素原子
数１ないし１８のアルコキシ基又はハロゲン原子で置換されたフェニルオキシ基，炭素原
子数１ないし１２のアルキル基又は炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基を表わし、
Ｇ6 は式II中のＲ1 の下に定義された意味を表わし、
Ｇ8 は炭素原子数１ないし１８のアルキル基；炭素原子数２ないし１８のアルケニル基；
－Ｏ－基，－ＮＨ－基，－ＮＧ9 基又は－Ｓ－基により中断された及び／又は－ＯＨ基に
より置換された炭素原子数３ないし５０のアルキル基；－Ｐ（Ｏ）（ＯＧ14）2 基，－Ｎ
（Ｇ9 ）（Ｇ10）基又は－ＯＣＯＧ11基及び／又は－ＯＨ基により置換された炭素原子数
１ないし４のアルキル基；グリシジル基；シクロヘキシル基；フェニル基；炭素原子数７
ないし１４のアルキルフェニル基又は炭素原子数７ないし１１のフェニルアルキル基を表
わし、
Ｇ9 及びＧ10は、互いに独立して、炭素原子数１ないし１２のアルキル基；炭素原子数３
ないし１２のアルコキシアルキル基；炭素原子数２ないし１８のアルカノイル基；炭素原
子数４ないし１６のジアルキルアミノアルキル基又は炭素原子数５ないし１２のシクロア
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ルキル基を表わし、或いは
Ｇ9 及びＧ10は一緒になって、炭素原子数３ないし９のアルキレン基又は－オキサアルキ
レン基又は－アザアルキレン基を表わし、
Ｇ11は炭素原子数１ないし１８のアルキル基；炭素原子数２ないし１８のアルケニル基又
はフェニル基を表わし；又は、－Ｏ－基により中断され且つ－ＯＨ基により置換され得る
炭素原子数３ないし５０のアルキル基を表わし、
Ｇ12は炭素原子数１ないし１８のアルキル基；炭素原子数２ないし１８のアルケニル基；
フェニル基；炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基；炭素原子数３ないし１８のアルケ
ニルオキシ基；－Ｏ－基，－ＮＨ－基，－ＮＧ9 基又は－Ｓ－基により中断された及び／
又は－ＯＨ基により置換された炭素原子数３ないし５０のアルコキシ基；シクロヘキシル
オキシ基；フェノキシ基；炭素原子数７ないし１４のアルキルフェノキシ基；炭素原子数
７ないし１１のフェニルアルコキシ基；炭素原子数１ないし１２のアルキルアミノ基；フ
ェニルアミノ基；トリルアミノ基又はナフチルアミノ基を表わし、
Ｇ13は炭素原子数１ないし１２のアルキル基；フェニル基；ナフチル基又は炭素原子数７
ないし１４のアルキルフェニル基を表わし、
Ｇ14は炭素原子数１ないし１２のアルキル基、メチルフェニル基又はフェニル基を表わし
、そして、
ｋ＝２の場合は、
Ｅ1 及びＥ2 は式Ｉａで表わされる基を表わし、
Ｇは炭素原子数２ないし１６のアルキレン基、炭素原子数４ないし１２のアルケニレン基
、キシリレン基、－Ｏ－基により中断された及び／又は－ＯＨ基により置換された炭素原
子数３ないし２０のアルキレン基、又は次式：－ＣＨ2 ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ2 Ｏ－Ｇ20－Ｏ
ＣＨ2 ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ2 －基，－ＣＯ－Ｇ21－ＣＯ－基、－ＣＯ－ＮＨ－Ｇ22－ＮＨ－
ＣＯ－基、－（ＣＨ2 ）j －ＣＯＯ－Ｇ23－ＯＯＣ－（ＣＨ2 ）j －で表わされる基を表
わし、式中、ｊは１ないし３の範囲からの数を表わし、又は、次式：
【化３７】

で表わされる基を表わし、
Ｇ20は炭素原子数２ないし１０のアルキレン基；－Ｏ－基により中断された炭素原子数４
ないし５０のアルキレン基、フェニレン基、又は基－フェニレン－Ｅ－フェニレン（式中
、Ｅは－Ｏ－基，－Ｓ－基，－ＳＯ2 －基，－ＣＨ2 －基，－ＣＯ－基又は－Ｃ（ＣＨ3 

）2 －基を表わす）を表わし、
Ｇ21は炭素原子数２ないし１０のアルキレン基、炭素原子数２ないし１０のオキサアルキ
レン基、炭素原子数２ないし１０のチアアルキレン基、炭素原子数６ないし１２のアリー
レン基又は炭素原子数２ないし６のアルケニレン基を表わし、
Ｇ22は炭素原子数２ないし１０のアルキレン基、フェニレン基、トリレン基、ジフェニレ
ンメタン基又は次式：
【化３８】
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で表わされる基を表わし、
Ｇ23は炭素原子数２ないし１０のアルキレン基又は－Ｏ－基により中断された炭素原子数
４ないし２０のアルキレン基を表わし、そして
残りの基は、ｋ＝１の場合に示された意味を表わし、そして
前記式II中、
Ｒ1 は水素原子；炭素原子数１ないし２４のアルキル基又は炭素原子数５ないし１２のシ
クロアルキル基を表わし；或いは、各々、１個ないし９個のハロゲン原子，－Ｒ4 基，－
ＯＲ5 基，－Ｎ（Ｒ5 ）2 基，＝ＮＲ5 基，＝Ｏ基，－ＣＯＮ（Ｒ5 ）2 基，－ＣＯＲ5 

基，－ＣＯＯＲ5 基，－ＯＣＯＲ5 基，－ＯＣＯＮ（Ｒ5 ）2 基，－ＣＮ基，－ＮＯ2 基
，－ＳＲ5 基，－ＳＯＲ5 基，－ＳＯ2 Ｒ5 基，－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ5 ）2 基，モルホリニ
ル基，ピペリジニル基，２，２，６，６－テトラメチルピペリジニル基，ピペラジニル基
又はＮ－メチルピペラジニル基又はそれらの組合せにより置換された炭素原子数１ないし
２４のアルキル基又は炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基を表わし；或いは、１
個ないし６個のフェニレン基，－Ｏ－基，－ＮＲ5 －基，－ＣＯＮＲ5 －基，－ＣＯＯ－
基，－ＯＣＯ－基，－ＣＨ（Ｒ5 ）－基，－Ｃ（Ｒ5 ）2 －基又は－ＣＯ－基又はそれら
の組合せにより中断された炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基又は炭素原子数１
ないし２４のアルキル基；或いは、Ｒ1 は炭素原子数２ないし２４のアルケニル基；ハロ
ゲン原子；－ＳＲ3 基，－ＳＯＲ3 基；－ＳＯ2 Ｒ3 基；－ＳＯ3 Ｈ基；又は、－ＳＯ3 

Ｍ基を表わし、
Ｒ3 は炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原子数３ないし１８のアルケニル基；
炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキ
ル基；或いは、非置換又は１個ないし３個の炭素原子数１ないし４のアルキル基により置
換された炭素原子数６ないし１２のアリール基を表わし、
Ｒ4 は非置換の炭素原子数６ないし１２のアリール基を表わし；或いは、１個ないし３個
のハロゲン原子，炭素原子数１ないし８のアルキル基又は炭素原子数１ないし８のアルコ
キシ基又はそれらの組合せにより置換された炭素原子数６ないし１２のアリール基；炭素
原子数５ないし１２のシクロアルキル基；非置換の炭素原子数７ないし１５のフェニルア
ルキル基；１個ないし３個のハロゲン原子，炭素原子数１ないし８のアルキル基又は炭素
原子数１ないし８のアルコキシ基又はそれらの組合せによりによりフェニル環が置換され
た炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基；或いは、炭素原子数２ないし８のアル
ケニル基を表わし、
Ｒ5 はＲ4 基；水素原子；炭素原子数１ないし２４のアルキル基；又は次式：
【化３９】
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Ｔは水素原子；炭素原子数１ないし８のアルキル基；１個若しくはそれより多くのヒドロ
キシル基により又は１個若しくはそれより多くのアシルオキシ基により置換された炭素原
子数２ないし８のアルキル基；オキシル基；ヒドロキシル基；－ＣＨ2 ＣＮ基；炭素原子
数１ないし１８のアルコキシ基；炭素原子数５ないし１２のシクロアルコキシ基；炭素原
子数３ないし６のアルケニル基；炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基；炭素原子
数１ないし４のアルキル基によりフェニル環が１回，２回又は３回置換された炭素原子数
７ないし９のフェニルアルキル基を表わし；或いは、脂肪族の炭素原子数１ないし８のア
ルカノイル基を表わす｝で表わされる基を表わし、
Ｒ6 ないしＲ15は、互いに独立して、水素原子；ヒドロキシル基；－ＣＮ基；炭素原子数
１ないし２０のアルキル基；炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基；炭素原子数７ない
し２０のフェニルアルキル基；炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数
４ないし１２のシクロアルコキシ基；ハロゲン原子；ハロ－炭素原子数１ないし５のアル
キル基；スルホニル基；カルボキシル基；アシルアミノ基；アシルオキシ基；炭素原子数
１ないし１２のアルコキシカルボニル基；アミノカルボニル基；－Ｏ－Ｙ基；又は－Ｏ－
Ｚ基を表わし；或いは、Ｒ8 及びＲ9 は、フェニル基と一緒になって、１個又はそれより
多くの酸素原子又は窒素原子により中断された環式基を表わし、
Ｍはアルカリ金属を表わし、
ｐは１又は２を表わし、
ｑは０又は１を表わし、そして
ｐ＝１の場合は、
Ｘ，Ｙ及びＺは、互いに独立して、Ｒy 基；Ｒx 基により置換された炭素原子数１ないし
２４のアルキル基；１個又はそれより多くの酸素原子により中断され且つ１個又はそれよ
り多くの－ＯＨ基及び／又はＲx 基により置換された炭素原子数２ないし５０のアルキル
基；Ｒx 基により置換された炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基；－ＯＲy 基に
より置換された炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基；１個又はそれより多くの酸
素原子により中断された炭素原子数４ないし２０のアルケニル基；或いは、次式：
【化４０】
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で表わされる基のうちの一つを表わし、
Ｒ2 及びＲ′2 は、互いに独立して、炭素原子に結合している場合は、Ｒx 基を表わし、
そして、炭素以外の原子に結合している場合は、Ｒy 基を表わし、
ｎは０ないし２０を表わし、そして
ｍは０ないし２０を表わし、そして
ｐ＝２の場合は、
Ｙ及びＺは、互いに独立して、ｐ＝１の場合における意味と同じ意味を表わし、そして
Ｘは炭素原子数２ないし１２のアルキレン基；－ＣＯ－（炭素原子数２ないし１２のアル
キレン）－ＣＯ－基；－ＣＯ－フェニレン－ＣＯ－基；－ＣＯ－ビフェニレン－ＣＯ－基
；－ＣＯ－Ｏ－（炭素原子数２ないし１２のアルキレン）－Ｏ－ＣＯ－基；－ＣＯ－Ｏ－
フェニレン－Ｏ－ＣＯ－基；－ＣＯ－Ｏ－ビフェニレン－Ｏ－ＣＯ－基；－ＣＯ－ＮＲ′
－（炭素原子数２ないし１２のアルキレン）－ＮＲ′－ＣＯ－基；－ＣＯ－ＮＲ′－フェ
ニレン－ＮＲ′－ＣＯ－基；－ＣＯ－ＮＲ′－ビフェニレン－ＮＲ′－ＣＯ－基；－ＣＨ

2 －ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 －基；－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＲ2 ）－ＣＨ2 －基；－ＣＨ2 －Ｃ
Ｈ（ＯＨ）－ＣＨ2 －Ｏ－Ｄ－Ｏ－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 －基；－ＣＨ2 －ＣＨ
（ＯＲ2 ）－ＣＨ2 －Ｏ－Ｄ－Ｏ－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＲ2 ）－ＣＨ2 －基を表わし、
Ｄは炭素原子数２ないし１２のアルキレン基；１個又はそれより多くの酸素原子により中
断された炭素原子数４ないし５０のアルキレン基；フェニレン基；ビフェニレン基又はフ
ェニレン－Ｅ－フェニレンを表わし、
Ｅは－Ｏ－基；－Ｓ－基；－ＳＯ2 －基；－ＣＨ2 －基；－ＣＯ－基；又は－Ｃ（ＣＨ3 

）2 －基を表わし、
Ｒx は水素原子；ヒドロキシル基；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原子数４
ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基；炭素原子数４
ないし１２のシクロアルコキシ基；各々、１個又はそれより多くの酸素原子により中断さ
れた炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基又は炭素原子数４ないし１２のシクロア
ルキルオキシ基；炭素原子数６ないし１２のアリール基；ヘテロ－炭素原子数３ないし１
２のアリール基；－ＯＲz 基；－ＮＨＲz 基；－Ｒz 基；－ＣＯＮＲ′Ｒ″基；アリル基
；炭素原子数２ないし２０のアルケニル基；炭素原子数４ないし１２のシクロアルケニル
基；１個又はそれより多くの酸素原子により中断された炭素原子数４ないし１２のシクロ
アルケニル基；炭素原子数３ないし２０のアルキニル基；又は、炭素原子数６ないし１２
のシクロアルキニル基を表わし、
Ｒy は水素原子；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原子数４ないし１２のシク
ロアルキル基；１個又はそれより多くの酸素原子により中断された炭素原子数４ないし１
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２のシクロアルキル基；炭素原子数６ないし１２のアリール基；ヘテロ－炭素原子数３な
いし１２のアリール基；－Ｒz 基；アリル基；炭素原子数２ないし２０のアルケニル基；
１個又はそれより多くの酸素原子により中断された炭素原子数４ないし１２のシクロアル
ケニル基；炭素原子数３ないし２０のアルキニル基；又は炭素原子数６ないし１２のシク
ロアルキニル基を表わし、
Ｒz は－ＣＯＲ′基；－ＣＯＯＲ′基；－ＣＯＮＲ′Ｒ″基；－ＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ2 基；
－ＣＯ－Ｃ（ＣＨ3 ）＝ＣＨ2 基を表わし、
Ｒ′及びＲ″は、互いに独立して、水素原子；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；１
個又はそれより多くの酸素原子により中断された炭素原子数４ないし５０のアルキル基；
炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基；１個又はそれより多くの酸素原子により中
断された炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数２ないし２０のアルケ
ニル基；１個又はそれより多くの酸素原子により中断された炭素原子数２ないし２０のア
ルケニル基を表わし；又は、炭素原子数６ないし１２のアリール基を表わす〕で表わされ
る化合物を含む本新規混合物である。
【００５４】
本新規混合物は、好ましくは、式Ｉで表わされる化合物の重量部当り、式IIで表わされる
化合物０．２ないし５重量部、例えば、０．２ないし１重量部、そして特に、０．３ない
し３重量部を含む。
【００５５】
好ましいものは、同様に、式Ｉで表わされる化合物において、
ｋ＝１の場合は、
Ｇは水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、アリル基、グリシジル基又はベン
ジル基を表わし；或いは、－ＯＨ基，炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基，炭素原子
数５ないし１２のシクロアルコキシ基，フェノキシ基，－ＣＯＯＧ8 基，－ＣＯＮＨＧ9 

基，－ＣＯＮＧ9 Ｇ10基及び／又は－ＯＣＯＧ11基により置換された炭素原子数１ないし
１２のアルキル基を表わし；或いは、Ｇは－（ＣＨ2 ＣＨＧ15－Ｏ）i －Ｇ18基又は－Ｃ
Ｈ2 －ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 －Ｏ－（ＣＨ2 ＣＨＧ15－Ｏ）i －Ｇ18基（式中、ｉは１な
いし１２の範囲からの数を表わす）を表わし、
ｋ＝２の場合は、
Ｇは炭素原子数２ないし１６のアルキレン基、炭素原子数４ないし１２のアルケニレン基
、キシリレン基を表わし、或いは－Ｏ－基により中断された及び／又は－ＯＨ基により置
換された炭素原子数３ないし２０のアルキレン基を表わし、Ｇ3 ，Ｇ4 及びＧ5 は、互い
に独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、炭素原子数２ないし６の
アルケニル基、炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基、塩素原子、弗素原子；そして、
式Ｉ中の基Ｇ3 は、更に－ＮＧ16Ｇ17基を含み、
Ｇ6 は水素原子、炭素原子数１ないし２４のアルキル基、炭素原子数５ないし１２のシク
ロアルキル基又は炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基を表わし、
Ｇ8 は炭素原子数１ないし１２のアルキル基；炭素原子数３ないし１８のアルケニル基；
－Ｏ－基により中断された及び／又は－ＯＨ基により置換された炭素原子数３ないし２０
のアルキル基；炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数１ないし４のア
ルキルシクロヘキシル基を表わし；或いは、－Ｐ（Ｏ）（ＯＧ14）2 基により置換された
炭素原子数１ないし４のアルキル基を表わし、
Ｇ9 及びＧ10は、互いに独立して、炭素原子数１ないし８のアルキル基又はシクロヘキシ
ル基を表わし、或いは
Ｇ9 及びＧ10は一緒になって、ペンタメチレン基又は３－オキサペンタメチレン基を表わ
し、
Ｇ11は炭素原子数１ないし８のアルキル基、炭素原子数２ないし５のアルケニル基、シク
ロヘキシル基又はフェニル基を表わし；或いは、－Ｏ－基により中断された及び／又は－
ＯＨ基により置換され得る炭素原子数３ないし２０のアルキル基を表わし、そして
Ｇ14は炭素原子数１ないし４のアルキル基を表わし、
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Ｇ15は水素原子又はメチル基を表わし、
Ｇ16は水素原子を表わし、
Ｇ17は水素原子、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、－ＣＯ－Ｇ19基を表わし、
Ｇ18は水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、フェニル基又は炭素原子数７な
いし１０のアルキルフェニル基を表わし、そして
Ｇ19は炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原子数２ないし２０のアルケニル基；
炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基；又は、－Ｏ－基により中断された炭素原子数２
ないし２０のアルキル基を表わし、そして
式IIで表わされる化合物において、
Ｒ1 は水素原子；炭素原子数１ないし２４のアルキル基、炭素原子数５ないし１２のシク
ロアルキル基又は炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基を表わし、
Ｒ6 ないしＲ15は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、
炭素原子数２ないし６のアルケニル基、塩素原子、弗素原子、－ＯＹ基又は－ＯＺ基を表
わし、
ｐは１を表わし、そして
ｑは０又は１を表わし、
Ｘ，Ｙ及びＺは、互いに独立して、Ｒy 基；Ｒx 基により置換された炭素原子数１ないし
２４のアルキル基；１個又はそれより多くの酸素原子により中断され且つ１個又はそれよ
り多くの－ＯＨ基及び／又はＲx 基により置換された炭素原子数２ないし５０のアルキル
基；或いは、次式：－ＣＨ（（ＣＨ2 ）n －Ｒ2 ）－ＣＯ－Ｏ－（ＣＨ2 ）m －Ｒ′2 ；
－ＣＨ（（ＣＨ2 ）n －Ｒ2 ）－ＣＯ－（ＮＲ′）－（ＣＨ2 ）m －Ｒ′2 ；－ＣＯ－（
ＣＨ2 ）n －Ｒ2 ；－ＣＯ－Ｏ－（ＣＨ2 ）n －Ｒ2 ；－ＣＨ2 －ＣＨ（－Ｏ－（ＣＯ）
－Ｒ2 ）－Ｒ′2 ；－ＣＯ－ＮＲ′－（ＣＨ2 ）n －Ｒ2 で表わされる基のうちの一つを
表わし、
Ｒ2 及びＲ′2 は、互いに独立して、炭素原子に結合している場合は、Ｒx 基を表わし、
そして、炭素以外の原子に結合している場合は、Ｒy 基を表わし、
ｎは０ないし２０を表わし、そして
ｍは０ないし２０を表わし、そして
Ｒx は水素原子；ヒドロキシル基；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原子数４
ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基；炭素原子数６
ないし１２のシクロアルコキシ基；フェニル基；－ＯＲz 基；－ＮＨＲz 基；－Ｒz 基；
アリル基；或いは、各々、ヒドロキシル基，炭素原子数１ないし２０のアルキル基，炭素
原子数１ないし２０のアルコキシ基，アシルオキシ基，カルボキシル基又は（メタ）アシ
ルオキシ基により置換された炭素原子数１ないし２０のアルキル基，炭素原子数２ないし
２０のアルコキシ基又は炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基を表わし、
Ｒy は水素原子；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；炭素原子数４ないし１２のシク
ロアルキル基；フェニル基；－Ｒz 基；アリル基；或いは、各々、ヒドロキシル基，炭素
原子数１ないし２０のアルキル基，炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基，アシルオキ
シ基，カルボキシル基又は（メタ）アシルオキシ基により置換された炭素原子数１ないし
２０のアルキル基又は炭素原子数４ないし１２のシクロアルキル基を表わし、
Ｒz は－ＣＯＲ′基；－ＣＯＯＲ′基；－ＣＯＮＲ′Ｒ″基；－ＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ2 基；
－ＣＯ－Ｃ（ＣＨ3 ）＝ＣＨ2 基を表わし、
Ｒ′及びＲ″は、互いに独立して、水素原子；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；酸
素原子により中断された炭素原子数４ないし２０のアルキル基；炭素原子数４ないし１２
のシクロアルキル基；炭素原子数２又は３のアルケニル基；フェニル基を表わし；或いは
、各々、ヒドロキシル基，炭素原子数１ないし１２のアルキル基，炭素原子数１ないし１
２のアルコキシ基又はカルボキシル基により置換された炭素原子数１ないし２０のアルキ
ル基又はシクロヘキシル基を表わす混合物である。
【００５６】
特に好ましいものは、式Ｉで表わされる化合物において、
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ｋ＝１であり、
Ｇは水素原子；炭素原子数１ないし１８のアルキル基；－ＯＨ基，炭素原子数１ないし１
８のアルコキシ基，炭素原子数５ないし１２のシクロアルコキシ基，－ＣＯＯＧ8 基，－
ＣＯＮ（Ｇ9 ）（Ｇ10）基，フェノキシ基及び／又は－ＯＣＯＧ11基により置換された炭
素原子数１ないし１２のアルキル基；グリシジル基又はベンジル基を表わし；或いは、Ｇ
は－（ＣＨ2 ＣＨＧ15－Ｏ）i －Ｇ18基又は－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 －Ｏ－（Ｃ
Ｈ2 ＣＨＧ15－Ｏ）i －Ｇ18基（式中、ｉは２ないし１２の範囲からの数を表わす）を表
わし、
Ｇ8 は炭素原子数１ないし１２のアルキル基；炭素原子数３ないし１８のアルケニル基；
－Ｏ－基により中断された及び／又は－ＯＨ基により置換された炭素原子数６ないし２０
のアルキル基；炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数１ないし４のア
ルキルシクロヘキシル基を表わし；或いは、－Ｐ（Ｏ）（ＯＧ14）2 基により置換された
炭素原子数１ないし４のアルキル基を表わし、
Ｇ9 及びＧ10は、炭素原子数４ないし８のアルキル基を表わし、
Ｇ11は炭素原子数１ないし８のアルキル基、シクロヘキシル基又は炭素原子数２若しくは
３のアルケニル基を表わし；或いは、－Ｏ－基により中断された及び／又は－ＯＨ基によ
り置換されてよい炭素原子数３ないし２０のアルキル基を表わし、そして
Ｇ14は炭素原子数１ないし４のアルキル基を表わし、
Ｇ15は水素原子を表わし、
Ｇ18は水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、フェニル基又は炭素原子数７な
いし１０のアルキルフェニル基を表わし、そして
式IIで表わされる化合物において、
Ｒ6 ないしＲ15は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、
塩素原子を表わし、そして、Ｒ11，Ｒ12及びＲ13は、ｑが０を表わす場合は、更に－ＯＨ
基及び－ＯＹ基を表わし、
ｐは１を表わし、
Ｘ及びＹは、互いに独立して、Ｒy 基；Ｒx 基により置換された炭素原子数２ないし１２
のアルキル基；１個又はそれより多くの酸素原子により中断され且つ１個又はそれより多
くの－ＯＨ基及び／又はＲx 基により置換された炭素原子数３ないし３０のアルキル基を
表わし、
Ｒx はヒドロキシル基；炭素原子数１ないし１２のアルキル基；炭素原子数６ないし１２
のシクロアルキル基；炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基；炭素原子数６ないし１２
のシクロアルコキシ基；フェニル基；－ＯＲz 基；－Ｒz 基；アリル基を表わし；或いは
、各々、ヒドロキシル基，炭素原子数１ないし１２のアルキル基，炭素原子数１ないし１
２のアルコキシ基又はカルボキシル基により置換された炭素原子数１ないし２０のアルキ
ル基，炭素原子数２ないし２０のアルコキシ基又はシクロヘキシル基を表わし、
Ｒy は水素原子；炭素原子数１ないし１２のアルキル基；炭素原子数６ないし１２のシク
ロアルキル基；フェニル基；－Ｒz 基；アリル基；或いは、各々、ヒドロキシル基，炭素
原子数１ないし１２のアルキル基，炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基又はカルボキ
シル基を表わし、
Ｒz は－ＣＯＲ′基；－ＣＯＯＲ′基；－ＣＯＮＲ′Ｒ″基；－ＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ2 基；
－ＣＯ－Ｃ（ＣＨ3 ）＝ＣＨ2 基を表わし、
Ｒ′及びＲ″は、互いに独立して、水素原子；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；酸
素原子により中断された炭素原子数４ないし２０のアルキル基；炭素原子数４ないし１２
のシクロアルキル基を表わし；或いは、各々、ヒドロキシル基，炭素原子数１ないし１２
のアルキル基，炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基又はカルボキシル基により置換さ
れた炭素原子数２ないし２０のアルキル基又はシクロヘキシル基を表わす混合物；
とりわけ、式Ｉで表わされる化合物において、
ｋ＝１であり、
Ｇ3 ，Ｇ4 及びＧ5 は、互いに独立して、水素原子、塩素原子、炭素原子数１ないし８の
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アルキル基、アリル基又は炭素原子数１ないし４のアルコキシ基、とりわけ、水素原子又
はメチル基を表わし、
Ｇ6 は水素原子を表わし、
Ｇは炭素原子数１ないし１８のアルキル基又はベンジル基を表わし；或いは、－ＯＨ基，
炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基，フェノキシ基及び／又は－ＯＣＯＧ11基により
置換された炭素原子数２ないし６のアルキル基を表わし、
Ｇ8 は炭素原子数１ないし８のアルキル基又は炭素原子数３ないし８のアルケニル基を表
わし、そして
Ｇ11は炭素原子数１ないし４のアルキル基又は炭素原子数２若しくは３のアルケニル基を
表わし、そして
式IIで表わされる化合物において、
Ｒ6 ないしＲ15は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし４のアルキル基及び
塩素原子並びにＲ11，Ｒ12及びＲ13を表わし、
ｑが０を表わす場合は、更に－ＯＨ基及び－ＯＹ基を表わし、
ｐは１を表わし、
Ｘ及びＹは、互いに独立して、Ｒy 基；Ｒx 基により置換された炭素原子数２ないし１２
のアルキル基；１個又はそれより多くの酸素原子により中断され且つ１個又はそれより多
くの基Ｒx により置換された炭素原子数３ないし３０のアルキル基を表わし、
Ｒx はヒドロキシル基；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；シクロヘキシル基；炭素
原子数１ないし２０のアルコキシ基；シクロヘキシルオキシ基；－ＯＲz 基；－ＮＨＲz 

基；－Ｒz 基；アリル基を表わし、
Ｒy は水素原子；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；シクロヘキシル基を表わし、
Ｒz は－ＣＯＲ′基；－ＣＯＯＲ′基；－ＣＯＮＲ′Ｒ″基；－ＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ2 基；
－ＣＯ－Ｃ（ＣＨ3 ）＝ＣＨ2 基を表わし、
Ｒ′及びＲ″は、互いに独立して、水素原子；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；酸
素原子により中断された炭素原子数４ないし２０のアルキル基；シクロヘキシル基を表わ
す混合物である。
【００５７】
式Ｉで表わされる化合物において、
ｋ＝１であり、
Ｇ3 ，Ｇ4 及びＧ5 は、互いに独立して、水素原子、塩素原子、炭素原子数１ないし８の
アルキル基、アリル基又は炭素原子数１ないし４のアルコキシ基を表わし、
Ｇ6 は水素原子を表わし、
Ｇは炭素原子数１ないし１８のアルキル基又はベンジル基を表わし；或いは、－ＯＨ基，
炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基，フェノキシ基及び／又は－ＯＣＯＧ11基により
置換された炭素原子数２ないし６のアルキル基を表わし、
Ｇ8 は炭素原子数１ないし８のアルキル基又は炭素原子数３ないし８のアルケニル基を表
わし、そして
Ｇ11は炭素原子数１ないし４のアルキル基又は炭素原子数２若しくは３のアルケニル基を
表わし、そして
式IIで表わされる化合物において、
Ｒ6 ないしＲ15は水素原子を表わし、
ｑは１を表わし、
ｐは１を表わし、
Ｘ及びＹは、互いに独立して、Ｒy 基；Ｒx 基により置換された炭素原子数２ないし１２
のアルキル基；１個又はそれより多くの酸素原子により中断され且つ１個又はそれより多
くの基Ｒx により置換された炭素原子数３ないし３０のアルキル基を表わし、
Ｒx はヒドロキシル基；炭素原子数１ないし２０のアルコキシ基；シクロヘキシルオキシ
基；－ＯＲz 基；－Ｒz 基；アリル基を表わし、
Ｒy は水素原子；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；シクロヘキシル基を表わし、
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Ｒz は－ＣＯＲ′基；－ＣＯＯＲ′基を表わし、
Ｒ′は水素原子；炭素原子数１ないし２０のアルキル基；酸素原子により中断された炭素
原子数４ないし２０のアルキル基；シクロヘキシル基又は炭素原子数１ないし４のアルキ
ルシクロヘキシル基を表わす混合物も、非常に特別に重要である。
【００５８】
式Ｉで表わされる化合物は広汎に知られている；公知化合物の例は、２，４，６－トリス
（２－ヒドロキシル－４－オクチルオキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（
２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェ
ニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４，６－ビ
ス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（２－ヒドロ
キシ－４－プロピルオキシフェニル）－６－（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５
－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（
４－メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ドデシル
オキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジ
ン、２－（２－ヒドロキシ－４－トリデシルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－
ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒド
ロキシ－３－ブチルオキシプロピルオキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチ
ルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ
－３－オクチルオキシプロピルオキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフ
ェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［４－（ドデシルオキシ／トリデシルオキシ－
２－ヒドロキシプロポキシ）－２－ヒドロキシフェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメ
チルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキ
シ－３－ドデシルオキシプロポキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェ
ニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ）フェニ
ル－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－メトキ
シフェニル）フェニル－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２，４，６－ト
リス［２－ヒドロキシ－４－（３－ブトキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）フェニル］－
１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシフェニル）－４－（４－メトキシフェニ
ル）－６－フェニル－１，３，５－トリアジンを包含する。
【００５９】
式IIで表わされる化合物は、前述の刊行物、特にＧＢ－Ａ－２２９７０９１及びＷＯ－９
６－２８４３１により知られている。公知化合物の例は、以下に示す化合物、及び更に、
ＷＯ－９６－２８４３１の実施例１～２４の化合物を包含する。
【００６０】
式Ｉ及びIIで表わされる化合物の調製は、例えば、ＥＰ－Ａ－４３４６０８に又はエイチ
．ブルネッチ(H.Brunetti)及びシー．イー．リュチ(C.E.Lueti) ，Helv.Chim.Acta55,156
6(1972) による刊行物に記載された方法のうちの一つに従って又は準じて、相当するフェ
ノールに対するハロトリアジンのフリーデル－クラフツ付加により、行なうことができる
。式Ｉ又はIIで表わされる化合物〔式中、Ｇ及びＸ及び、所望により、Ｙ及びＺは、水素
原子を表わさない〕を得るために、公知方法により、前記方法に別の反応を続けてよい；
前記反応及び工程は、例えば、ＥＰ－Ａ－４３４６０８，第１５頁第１１行ないし第１７
頁第１行に記載されている。
【００６１】
　とりわけ、式ＩＩで表わされる化合物に対する、別の製造方法は、ＷＯ－９６－２８４
３１，第９頁ないし第１３頁に記載されている。
　本発明は特に、化合物Ｉ／１ないしＩ／３及びＩ／８からなる群から選択された化合物
Ｉと化合物ＩＩ／３及びＩＩ／５からなる群から選択された化合物ＩＩとを含む混合物で
あって、
　前記化合物Ｉが次式：
【化３】
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で表わされる化合物であり、そして
　前記化合物ＩＩが次式：
【化４】

で表わされる化合物である混合物に関するものである。
【００６２】
【実施例及び発明の効果】
式IIで表わされる化合物の製造例
以下の符号を使用した。
 1Ｈ－ＮＭＲ　　　　　プロトン核磁気共鳴；特記しない限り：３００ＭＨｚ，
ＣＤＣｌ3 

エチルセロソルブ　　　エチレングリコールモノエチルエーテル
実施例Ａ１
次式：
【化４１】
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で表わされる化合物Ａ，９．９ｇ（０．０２モル）及び炭酸カリウム３ｇ（０．０２２モ
ル）をエチルセロソルブ５０ｍｌに懸濁させる。懸濁液を１１０℃に加熱し、次いで、１
－ブロモヘキサン３．６ｇ（０．０２２モル）を滴下する。この混合物を１１０℃で２１
時間攪拌する。冷却すると、生成物が沈澱する。混合物を濾過し、次いで、濾過残渣を水
で洗浄すると、次式：
【化４２】

で表わされる生成物を得る。
【００６３】
実施例Ａ２
化合物Ａ（実施例Ａ１参照）８．５ｇ（０．０１７２モル）、ブチルグリシジルエーテル
３．４ｇ（０．０２５モル）及びエチルトリフェニルホスホニウムブロミド０．５ｇ（０
．００１４モル）を、キシレン２００ｍｌに懸濁させる。この混合物を、還流下で１７時
間加熱する。キシレンを蒸発させ、次いで、残渣を再結晶させると、次式：
【化４３】
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で表わされる化合物Ａ２，６．５ｇを得る。
【００６４】
実施例Ａ３
２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４，６－ビス（４－ビフェニリル）－１，３，
５－トリアジン（化合物Ａ）９．４ｇ　（０．０１９モル）、炭酸カリウム２．６ｇ（０
．０１９モル）及びオクチル２－ブロモペンタノエート（オクチル異性体混合物）６．１
ｇを、エチルメチルケトン１００ｍｌに懸濁させる。この混合物を１００℃で一晩攪拌し
、次いで濾過し、次いで濾液を濃縮する。シリカゲル上でクロマトグラフィーに付すと、
次式：
【化４４】
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で表わされるワックス状生成物６．３ｇを得る。
（化合物３）； 1Ｈ－ＮＭＲスペクトルは、前記式に一致する。
【００６５】

【００６６】
実施例Ａ４～Ａ１７
別の式IIで表わされる化合物は、１－ブロモヘキサン，ブチルグリシジルエーテル又はオ
クチル２－ブロモペンタノエートの代わりに適当な同様のブロモアルカン，グリシジル化
合物又はα－臭素化カルボン酸エステルを使用して、実施例Ａ１，Ａ２又はＡ３に記載さ
れた方法に従って得られる。構造，特性決定及び製造方法を下記表にまとめて示す。接頭
辞又は接尾辞としてのｎを用いて標識された基は、直鎖状の基を表わす；（ｉ）は、同一
分子量の異なるアルキル異性体の混合物を示す。
【表１】
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【００６７】
実施例Ａ１８
化合物Ａ１７，３０ｇ（４８ミリモル）を、エチルセロソルブ３００ｍｌ中の微細に粉砕
されたＫＯＨ３．４ｇ（６０ミリモル）と一緒に、１００℃で２時間攪拌する。次いで、
酢酸１００ｍｌを添加すると、生成物が沈澱する。この沈澱物を濾過し、次いで、エチル
セロソルブから再結晶させると、次式：
【化４５】
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【００６８】
実施例Ａ１９
実施例Ａ１８からの酸２０ｇ（３４ミリモル）をトルエン２００ｍｌに懸濁させ、次いで
塩化チオニル１１．９ｇ（１００ミリモル）を添加する。次いで、ジメチルホルムアミド
を二三滴添加し、この反応混合物を還流温度で２時間保持し、次いで溶媒を蒸発させると
、化合物２，４－ビス（４－フェニルフェニル）－６－（２－ヒドロキシ－４－［１－ク
ロロカルボニル］－ブチルオキシフェニル）－１，３，５－トリアジンを得る。この粗生
成物にジクロロメタン５０ｍｌを添加すると、その結果、透明溶液が形成される。次いで
、メタノール３．２ｇ（１００ミリモル）及びトリエチルアミン１０．１ｇ（１００ミリ
モル）を添加し、次いでこの混合物を室温で５時間放置する。反応混合物を蒸発により濃
縮し、次いでこの生成物をシリカゲル上でクロマトグラフィーに付すと、融点１７７～１
８０℃の次式：
【化４６】
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【００６９】
実施例Ａ２０～Ａ３０
別の式IIで表わされる化合物は、遊離酸をエステル化することにより、実施例Ａ１９に従
って得られる。構造，特性決定及び製造方法を下記表にまとめて示す。接頭辞又は接尾辞
としてのｎを用いて標識された基は、直鎖状の基を表わす；（ｉ）は、同一分子量の異な
るアルキル異性体の混合物を示す。
【表３】
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【００７０】
本新規混合物は、従来技術で公知の方法により、例えば、混合，共混練又は共結晶化によ
り、式Ｉ及びIIで表わされる個々の化合物から得ることができる。安定化すべき基材中へ
の式Ｉ及びIIで表わされる化合物の配合による混合も可能である；この場合、個々の化合
物は、例えば共押出により、同時に又は連続的に配合することができる。
【００７１】
式Ｉ及びIIで表わされる化合物からなる本新規混合物は、光，酸素又は熱による損傷に対
する有機材料のための安定剤として使用することができる。本新規化合物はとりわけ、光
安定剤（紫外線吸収剤）として適する。
【００７２】
本新規混合物の特別な利点は、中でも、屋外暴露及び光の影響に対する安定化材料の優れ
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た耐性、並びに配合された安定剤混合物の優れた耐光性である。本新規組成物の優れた基
材との相溶性も特記に値する。
【００７３】
安定化すべき材料は、例えば、油，脂肪，ワックス，化粧品又は殺菌剤であってよい。特
別な重要性は、プラスチック，ゴム，被覆材料，写真材料又は接着剤の如きポリマー材料
において使用することにある。この様にして安定化され得るポリマー及び他の基材の例は
、下記のものである。
【００７４】
１．　モノオレフィン及びジオレフィンのポリマー、例えばポリプロピレン、ポリイソブ
チレン、ポリブテ－１－エン、ポリ－４－メチルペンテ－１－エン、ポリイソプレン又は
ポリブタジエン、並びにシクロオレフィンのポリマー、例えばシクロペンテン又はノルボ
ルネンのポリマー、ポリエチレン（所望により架橋されていてよい）、例えば高密度ポリ
エチレン（ＨＤＰＥ）、高密度及び高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＨＭＷ）、高密度
及び超高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＵＨＭＷ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）
、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ），（ＶＬ
ＤＰＥ）及び（ＵＬＤＰＥ）。
【００７５】
ポリオレフィン、すなわち先の段落で例示したモノオレフィン、好ましくはポリエチレン
及びポリプロピレンのポリマーは、異なる方法により製造することができ、そして、とり
わけ下記の方法により製造することができる。
【００７６】
ａ）　ラジカル重合（通常、高圧及び高められた温度の下で行われる）。
ｂ）　通常、周期律表の属IVｂ，Ｖｂ，VIｂ又はVIIIの１種又は１種よりも多くの金属を
含む触媒を使用する触媒重合。前記金属は、通常１種又はそれより多くの配位子を有して
おり、代表的にはπ－又はσ－配位されていてよい酸化物、ハロゲン化物、アルコレート
、エステル、エーテル、アミン、アルキル、アルケニル及び／又はアリールである。前記
金属錯体は、遊離の形態にあってもよいし又は基材上に、代表的には活性化塩化マグネシ
ウム、三塩化チタン、アルミナ又は酸化珪素上に担持されていてもよい。前記触媒は、重
合媒体に可溶性であってもよいし又は非可溶性であってもよい。前記触媒は重合の際に単
独で使用してもよく、又は別の活性剤、代表的には金属アルキル、金属ハイドライド、金
属アルキルハライド、金属アルキルオキシド若しくは金属アルキルオキサンを使用しても
よい（前記金属は、周期律表の属Ｉａ，IIａ及び／又はIIIaの元素である）。活性剤は、
別のエステル、エーテル、アミン又はシリルエーテル類を用いて都合良く変性されていて
よい。前記触媒系は、通常、フィリップス（Phillips）触媒，スタンダード・オイル・イ
ンディアナ（Standard Oil Indiana）触媒，チーグラー（－ナッタ）〔　　Ziegler(-Nat
ta) 〕触媒，ＴＮＺ〔デュポン（DuPont）〕触媒，メタロセン
触媒又は単一部位(single site) 触媒（ＳＳＣ）と呼ばれる。
【００７７】
２．　１．で記述したポリマーの混合物、例えばポリプロピレンとポリイソブチレンとの
混合物、ポリプロピレンとポリエチレンとの混合物（例えばＰＰ／ＨＤＰＥ、ＰＰ／ＬＤ
ＰＥ）及び異なる種類のポリエチレンの混合物（例えばＬＤＰＥ／ＨＤＰＥ）。
【００７８】
３．　モノオレフィンとジオレフィンとの互いの又はその他のビニルモノマーとのコポリ
マー、例えばエチレン／プロピレンコポリマー、直鎖状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ
）及びその低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）との混合物、プロピレン／ブテ－１－エンコ
ポリマー、プロピレン／イソブチレンコポリマー、エチレン／ブテ－１－エンコポリマー
、エチレン／ヘキセンコポリマー、エチレン／メチルペンテンコポリマー、エチレン／ヘ
プテンコポリマー、エチレン／オクテンコポリマー、プロピレン／ブタジエンコポリマー
、イソブチレン／イソプレンコポリマー、エチレン／アルキルアクリレートコポリマー、
エチレン／アルキルメタクリレートコポリマー、エチレン／酢酸ビニルコポリマー及びこ
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れらの一酸化炭素とのコポリマー又はエチレン／アクリル酸コポリマー及びそれらの塩（
イオノマー）、並びにエチレンとプロピレン及びジエン例えばヘキサジエン、ジシクロテ
ンタジエン又はエチリデン－ノルボルネンとのターポリマー；並びに前記コポリマーの混
合物及び前記コポリマーと上記１．において記載したポリマーとの混合物、例えばポリプ
ロピレン／エチレン－プロピレン－コポリマー、ＬＤＰＥ／エチレン－酢酸ビニルコポリ
マー（ＥＶＡ）、ＬＤＰＥ／エチレン－アクリル酸コポリマー（ＥＡＡ）、ＬＬＤＰＥ／
ＥＶＡ、ＬＬＤＰＥ／ＥＡＡ及び交互又はランダムポリアルキレン／一酸化炭素－コポリ
マー並びにそれらの他のポリマー例えばポリアミドとの混合物。
【００７９】
４．　炭化水素樹脂（例えば炭素原子数５ないし９）及びその水素化変性体（例えば粘着
付与剤）及びポリアルキレンと澱粉との混合物。
【００８０】
５．　ポリスチレン、ポリ（ｐ－メチルスチレン）、ポリ（α－メチルスチレン）。
【００８１】
６．　スチレン又はα－メチルスチレンとジエン又はアクリル誘導体とのコポリマー、例
えばスチレン／ブタジエンコポリマー、スチレン／アクリロニトリルコポリマー、スチレ
ン／アルキルメタクリレートコポリマー、スチレン／ブタジエン／アルキルアクリレート
コポリマー、スチレン／ブタジエン／アルキルメタクリレートコポリマー、スチレン／無
水マレイン酸コポリマー、スチレン／アクリロニトリル／メチルアクリレートコポリマー
；スチレンコポリマーとその他のポリマー例えばポリアクリレート、ジエンポリマー又は
エチレン／プロピレン／ジエンターポリマーとから製造された高い衝撃強度を有する混合
物；及びスチレンのブロックコポリマー、例えばスチレン／ブタジエン／スチレンブロッ
クコポリマー、スチレン／イソプレン／スチレンブロックコポリマー、スチレン／エチレ
ン／ブチレン／スチレンブロックコポリマー又はスチレン／エチレン／プロピレン／スチ
レンブロックコポリマー。
【００８２】
７．　スチレン又はα－メチルスチレンのグラフトコポリマー、例えばポリブタジエンに
対するスチレンのグラフトコポリマー、ポリブタジエン－スチレン又はポリブタジエン－
アクリロニトリルに対するスチレンのグラフトコポリマー；ポリブタジエンに対するスチ
レン及びアクリロニトリル（又はメタクリロニトリル）のグラフトコポリマー；ポリブタ
ジエンに対するスチレン、アクリロニトリル及びメチルメタクリレートのグラフトコポリ
マー；ポリブタジエンに対するスチレン及び無水マレイン酸のグラフトコポリマー；ポリ
ブタジエンに対するスチレン、アクリロニトリル及び無水マレイン酸又はマレイミドのグ
ラフトコポリマー；ポリブタジエンに対するスチレン及びマレイミドのグラフトコポリマ
ー；ポリブタジエンに対するスチレン及びアルキルアクリレート又はメタクリレートのグ
ラフトコポリマー；エチレン／プロピレン／ジエンターポリマーに対するスチレン及びア
クリロニトリルのグラフトコポリマー；ポリアルキルアクリレート又はポリアルキルメタ
クリレートに対するスチレン及びアクリロニトリルのグラフトコポリマー；アクリレート
／ブタジエンコポリマーに対するスチレン及びアクリロニトリルのグラフトコポリマー、
並びにそれらの６．において記載したコポリマーとの混合物、例えばＡＢＳポリマー、Ｍ
ＢＳポリマー、ＡＳＡポリマー又はＡＥＳポリマーとして知られるコポリマー混合物。
【００８３】
８．　ハロゲン含有ポリマー例えばポリクロロプレン、塩化ゴム、イソブチレン－イソプ
レンの塩化及び臭化コポリマー（ハロブチルゴム）、塩化又はスルホクロル化ポリエチレ
ン、エチレンと塩化エチレンとのコポリマー、エピクロロヒドリンモノ－及びコポリマー
、とりわけハロゲン含有ビニル化合物からのポリマー例えばポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビ
ニリデン、ポリ弗化ビニル、ポリ弗化ビニリデン、並びにそれらのコポリマー、例えば塩
化ビニル／塩化ビニルデンコポリマー、塩化ビニル／酢酸ビニルコポリマー又は塩化ビニ
リデン／酢酸ビニルコポリマー。
【００８４】
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９．　α，β－不飽和酸及びその誘導体から誘導されたポリマー例えばポリアクリレート
及びポリメタクリレート；ブチルアクリレートを用いて耐衝撃性を改良したポリメチルメ
タクリレート、、ポリアクリルアミド及びポリアクリロニトリル。
【００８５】
１０．　９．において記載したモノマーの互いの又はその他の不飽和モノマーとのコポリ
マー、例えばアクリロニトリル／ブタジエンコポリマー、アクリロニトリル／アルキルア
クリレートコポリマー、アクリロニトリル／アルコキアルキルアクリレート又はアクリロ
ニトリル／ハロゲン化ビニルコポリマー又はアクリロニトリル／アルキルメタクリレート
／ブタジエンターポリマー。
【００８６】
１１．　不飽和アルコール及びアミン又はそのアシル誘導体又はそのアセタールから誘導
されたポリマー、例えばポリビニルアルコール、ポリ酢酸ビニル、ポリビニルステアレー
ト、ポリビニルベンゾエート、ポリビニルマレエート、ポリビニルブチラール、ポリアリ
ルフタレート又はポリアリルメラミン；並びに上記１．において記載したオレフィンとの
それらのコポリマー。
【００８７】
１２．　環状エーテルのホモポリマー及びコポリマー、例えばポリアルキレングリコール
、ポリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシド又はビスグリシジルエーテルとのそれ
らのコポリマー。
【００８８】
１３．　ポリアセタール、例えばポリオキシメチレン及びコモノマーとしてエチレンオキ
シドを含むポリオキシメチレン；熱可塑性ポリウレタン、アクリレート又はＭＢＳを用い
て変性されたポリアセタール。
【００８９】
１４．　ポリフェニレンオキシド及びスルフィド、並びにポリフェニレンオキシドとポリ
スチレン及びポリアミドとの混合物。
【００９０】
１５．　一成分としての末端ヒドロキシル基を有するポリエーテル、ポリエステル又はポ
リブタジエンと、他成分としての脂肪族又は芳香族ポリイソシアネートとから誘導された
ポリウレタン、並びにその先駆物質。
【００９１】
１６．　ジアミン及びジカルボン酸から、及び／又はアミノカルボン酸又は相当するラク
タムから誘導されたポリアミド及びコポリアミド、例えばポリアミド４、ポリアミド６、
ポリアミド６／６，６／１０，６／９，６／１２，４／６，１２／１２，ポリアミド１１
、ポリアミド１２、ｍ－キシレンジアミンとアジピン酸との縮合により得られた芳香族ポ
リアミド；ヘキサメチレンジアミン及びイソフタル酸及び／又はテレフタル酸及び変性剤
としてのエラストマーを用いて又は用いないで製造されたポリアミド、例えばポリ－２，
４，４－トリメチルヘキサメチレンテレフタルアミド又はポリ－ｍ－フェニレンイソフタ
ルアミド；及び更に、前記ポリアミドとポリオレフィン、オレフィンコポリマー、イオノ
マー又は化学的に結合された若しくはグラフトされたエラストマーとのコポリマー；又は
ポリエーテル、例えばポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール又はポリテト
ラメチレングリコールとのコポリマー；並びにＥＰＤＭ又はＡＢＳを用いて変性されたポ
リアミド又はコポリアミド；及び加工中に縮合したポリアミド（ＲＩＭ－ポリアミド系）
。
【００９２】
１７．　ポリ尿素、ポリイミド、ポリアミド－イミド、ポリエーテルイミド、ポリエステ
ルイミド、ポリヒダントイン及びポリベンズイミダゾール。
【００９３】
１８．　ジカルボン酸及びジオールから、及び／又はヒドロキシカルボン酸又は相当する
ラクトンから誘導されたポリエステル、例えばポリエチレンテレフタール、ポリブチレン
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テレフタール、ポリ－１，４－ジメチロールシクロヘキサンテレフタレート及びポリヒド
ロキシベンゾエート、並びにヒドロキシ末端基を有するポリエーテルから誘導されたブロ
ックコポリエーテルエステル；及び更にポリカーボネート又はＭＢＳを用いて変性された
ポリエステル。
【００９４】
１９．　ポリカーボネート及びポリエステルカーボネート。
【００９５】
２０．　ポリスルホン、ポリエーテルスルホン及びポリエーテルケトン。
【００９６】
２１．　一成分としてのアルデヒド及び他成分としてのフェノール、尿素及びメラミンか
ら誘導された架橋ポリマー、例えばフェノール／ホルムアルデヒド樹脂、尿素／ホルムア
ルデヒド樹脂及びメラミン／ホルムアルデヒド樹脂。
【００９７】
２２．　乾性及び非乾性アルキド樹脂。
【００９８】
２３．　飽和及び不飽和ジカルボン酸と多価アルコールと架橋剤としてのビニル化合物と
から誘導された不飽和ポリエステル樹脂、及び更に低燃性のそのハロゲン含有変性体。
【００９９】
２４．　置換アクリレート、例えばエポキシアクリレート、ウレタンアクリレート又はポ
リエステルアクリレートから誘導された架橋性アクリル樹脂。
【０１００】
２５．　メラミン樹脂、尿素樹脂、ポリイソシアネート又はエポキシ樹脂を用いて架橋さ
れたアルキド樹脂、ポリエステル樹脂又はアクリレート樹脂。
【０１０１】
２６．　脂肪族，脂環式，複素環式又は芳香族グリシジル化合物から誘導された架橋エポ
キシド樹脂、例えば、酸無水物又はアミンのような慣用の硬化剤を用いて、所望により促
進剤を用いて架橋された、ビスフェノールＡ及びビスフェノールＦのグリシジルエーテル
の生成物。
【０１０２】
２７．　天然ポリマー、例えばセルロース、ゴム、ゼラチン及び化学的に変性された同種
の誘導体、例えばセルロースアセテート、セルロースプロピオネート及びセルロースブチ
レート、又はセルロースエーテル、例えばメチルセルロース；並びにロジン及びそれらの
誘導体。
【０１０３】
２８．　上述のポリマーの配合物（ポリブレンド）、例えばＰＰ／ＥＰＤＭ、ポリアミド
／ＥＰＤＭ又はＡＢＳ、ＰＶＣ／ＥＶＡ、ＰＶＣ／ＡＢＳ、ＰＶＣ／ＭＢＳ、ＰＣ／ＡＢ
Ｓ、ＰＢＴＰ／ＡＢＳ、ＰＣ／ＡＳＡ、ＰＣ／ＰＢＴ、ＰＶＣ／ＣＰＥ、ＰＶＣ／アクリ
レート、ＰＯＭ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＣ／熱可塑性ＰＵＲ、ＰＯＭ／アクリレート、ＰＯ
Ｍ／ＭＢＳ、ＰＰＯ／ＨＩＰＳ、ＰＰＯ／ＰＡ６．６及びコポリマー、ＰＡ／ＨＤＰＥ、
ＰＡ／ＰＰ、ＰＡ／ＰＰＯ、ＰＢＴ／ＰＣ／ＡＢＳ又はＰＢＴ／ＰＥＴ／ＰＣ。
【０１０４】
したがって、本発明は、
Ａ）光，酸素及び／又は熱により損傷を受け易い有機材料と、
Ｂ）安定剤としての、式Ｉで表わされる化合物と式IIで表わされる化合物とからなる混合
物
とからなる組成物も提供する。
【０１０５】
本発明は、有機材料に、安定剤として、式Ｉで表わされる化合物と式IIで表わされる化合
物とからなる混合物を添加することからなる、光，酸素及び／又は熱による損傷に対する
有機材料の安定化方法、並びに、有機材料を安定化するための、式Ｉで表わされる化合物
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と式IIで表わされる化合物とからなる混合物の使用も提供する。
【０１０６】
使用すべき安定剤の量は、安定化すべき有機材料及び安定化された材料の目的とする用途
に依存する。通常、本新規組成物は、成分Ａ１００重量部当り、前記安定剤（成分Ｂ）０
．０１ないし１５重量部、特に０．０５ないし１０重量部、そしてとりわけ、０．１ない
し５重量部を含む。
【０１０７】
前記安定剤（成分Ｂ）は、３種又はそれより多くの化合物の混合物であってもよいが、但
し、少なくとも１種の式Ｉで表わされるタイプの化合物と、少なくとも１種の式IIで表わ
されるタイプの化合物とが存在する。本発明の新規な化合物の混合物に加えて、本新規組
成物は、他の安定剤又は何れかの他の添加剤、例えば、酸化防止剤，更に光安定剤，金属
掃去剤，ホスフィット又はホスホナイトを含んでいてよい。それらの例は、下記の安定剤
である。
【０１０８】
１．酸化防止剤
１．１．アルキル化モノフェノール
例えば２，６－ジ第三ブチル－４－メチルフェノール、２－第三ブチル－４，６－ジメチ
ルフェノール、２，６－ジ第三ブチル－４－エチルフェノール、２，６－ジ第三ブチル－
４－ｎ－ブチルフェノール、２，６－ジ第三ブチル－４－イソブチルフェノール、２，６
－ジシクロペンチル－４－メチルフェノール、２－（α－メチルシクロヘキシル）－４，
６－ジメチルフェノール、２，６－ジオクタデシル－４－メチルフェノール、２，４，６
－トリシクロヘキシルフェノール、２，６－ジ第三ブチル－４－メトキシメチルフェノー
ル、側鎖が直鎖状又は分岐鎖状であるノニルフェノール類、例えば、２，６－ジノニル－
４－メチルフェノール、２，４－ジメチル－６－（１′－メチルウンデシ－１′－イル）
フェノール、２，４－ジメチル－６－（１′－メチルヘプタデシ－１′－イル）フェノー
ル、２，４－ジメチル－６－（１′－メチルトリデシ－１′－イル）フェノール及びそれ
らの混合物。
【０１０９】
１．２．アルキルチオメチルフェノール
例えば２，４－ジオクチルチオメチル－６－第三ブチルフェノール、２，４－ジオクチル
チオメチル－６－メチルフェノール、２，４－ジオクチルチオメチル－６－エチルフェノ
ール、２，６－ジドデシルチオメチル－４－ノニルフェノール。
【０１１０】
１．３．ヒドロキノン及びアルキル化ヒドロキノン
例えば２，６－ジ第三ブチル－４－メトキシフェノール、２，５－ジ第三ブチルヒドロキ
ノン、２，５－ジ第三アミルヒドロキノン、２，６－ジフェニル－４－オクタデシルオキ
シフェノール、２，６－ジ第三ブチルヒドロキノン、２，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロ
キシアニソール、３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシアニソール、３，５－ジ第三ブ
チル－４－ヒドロキシフェニルステアレート、ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロ
キシフェニル）アジペート。
【０１１１】
１．４．トコフェロール
例えばα－トコフェロール、β－トコフェロール、γ－トコフェロール、δ－トコフェロ
ール、及びそれらの混合物（ビタミンＥ）。
【０１１２】
１．５．ヒドロキシル化チオジフェニルエーテル
例えば２，２′－チオビス（６－第三ブチル－４－メチルフェノール）、２，２′－チオ
ビス（４－オクチルフェノール）、４，４′－チオビス（６－第三ブチル－３－メチルフ
ェノール）、４，４′－チオビス（６－第三ブチル－２－メチルフェノール）、４，４′
－チオビス（３，６－ジ第二アミルフェノール）、４，４′－ビス（２，６－ジメチル－
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４－ヒドロキシフェニル）ジスルフィド。
【０１１３】
１．６．アルキリデンビスフェノール
例えば２，２′－メチレンビス（６－第三ブチル－４－メチルフェノール）、２，２′－
メチレンビス（６－第三ブチル－４－エチルフェノール）、２，２′－メチレンビス［４
－メチル－６－（α－メチルシクロヘキシル）フェノール］、２，２′－メチレンビス（
４－メチル－６－シクロヘキシルフェノール）、２，２′－メチレンビス（６－ノニル－
４－メチルフェノール）、２，２′－メチレンビス（４，６－ジ第三ブチルフェノール）
、２，２′－エチリデンビス（４，６－ジ第三ブチルフェノール）、２，２′－エチリデ
ンビス（６－第三ブチル－４－イソブチルフェノール）、２，２′－メチレンビス［６－
（α－メチルベンジル）－４－ノニルフェノール］、２，２′－メチレンビス［６－（α
，α－ジメチルベンジル）－４－ノニルフェノール］、４，４′－メチレンビス（２，６
－ジ第三ブチルフェノール）、４，４′－メチレンビス（６－第三ブチル－２－メチルフ
ェノール）、１，１－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブ
タン、２，６－ビス（３－第三ブチル－５－メチル－２－ヒドロキシベンジル）－４－メ
チルフェノール、１，１，３－トリス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフ
ェニル）ブタン、１，１－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル
）－３－ｎ－ドデシルメルカプトブタン、エチレングリコールビス［３，３－ビス（３′
－第三ブチル－４′－ヒドロキシフェニル）ブチレート］、ビス（３－第三ブチル－４－
ヒドロキシ－５－メチルフェニル）ジシクロペンタジエン、ビス［２－（３′－第三ブチ
ル－２′－ヒドロキシ－５′－メチルベンジル）－６－第三ブチル－４－メチルフェニル
］テレフタレート、１，１－ビス（３，５－ジメチル－２－ヒドロキシフェニル）ブタン
、２，２－ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，２－
ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）－４－ｎ－ドデシルメル
カプトブタン、１，１，５，５－テトラ（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メルカ
プトフェニル）ペンタン。
【０１１４】
１．７．Ｏ－，Ｎ－及びＳ－ベンジル化合物
例えば３，５，３′，５′－テトラ第三ブチル－４，４′－ジヒドロキシジベンジルエー
テル、オクタデシル－４－ヒドロキシ－３，５－ジメチルベンジルメルカプトアセテート
、トリデシル－４－ヒドロキシ－３，５－ジ第三ブチルベンジルメルカプトアセテート、
トリス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）アミン、ビス（４－第三ブチ
ル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）ジチオテレフタレート、ビス（３，５
－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）スルフィド、イソオクチル－３，５－ジ第三
ブチル－４－ヒドロキシベンジルメルカプトアセテート。
【０１１５】
１．８．ヒドロキシベンジル化マロネート
例えばジオクタデシル－２，２－ビス（３，５－ジ第三ブチル－２－ヒドロキシベンジル
）マロネート、ジオクタデシル－２－（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルベ
ンジル）マロネート、ジドデシルメルカプトエチル－２，２－ビス（３，５－ジ第三ブチ
ル－４－ヒドロキシベンジル）マロネート、ビス［４－（１，１，３，３－テトラメチル
ブチル）フェニル］－２，２－ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）
マロネート。
【０１１６】
１．９．芳香族ヒドロキシベンジル化合物
例えば１，３，５－トリス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４
，６－トリメチルベンゼン、１，４－ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベン
ジル）－２，３，５，６－テトラメチルベンゼン、２，４，６－トリス（３，５－ジ第三
ブチル－４－ヒドロキシベンジル）フェノール。
【０１１７】



(48) JP 4379640 B2 2009.12.9

10

20

30

40

50

１．１０．トリアジン化合物
例えば２，４－ビス（オクチルメルカプト）－６－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロ
キシアニリノ）－１，３，５－トリアジン、２－オクチルメルカプト－４，６－ビス（３
，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）－１，３，５－トリアジン、２－オクチ
ルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１
，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフ
ェノキシ）－１，２，３－トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジ第三ブチル－４
－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、１，３，５－トリス（４－第三ブチル－３－
ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）イソシアヌレート、２，４，６－トリス（３，
５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルエチル）－１，３，５－トリアジン、１，３
，５－トリス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヘキサヒ
ドロ－１，３，５－トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジシクロヘキシル－４－
ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート。
【０１１８】
１．１１．ベンゾホスホネート
例えばジメチル－２，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、ジエチ
ル－３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、ジオクタデシル－３
，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホネート、ジオクタデシル－５－第三
ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルベンジルホスホネート、３，５－ジ第三ブチル－４
－ヒドロキシベンジルホスホン酸モノエチルエステルのカルシウム塩。
【０１１９】
１．１２．アシルアミノフェノール
例えばラウリン酸４－ヒドロキシアニリド、ステアリン酸４－ヒドロキシアニリド、オク
チルＮ－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）カルバメート。
【０１２０】
１．１３．下記の一価又は多価アルコールを用いたβ－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒ
ドロキシフェニル）プロピン酸エステル
例えばメタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、イソオクタノール、オクタデカノー
ル、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２
－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレン
グリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチ
ル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒドロキシエチル）蓚酸ジアミド、３－チアウ
ンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロー
ルプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［
２．２．２］オクタン。
【０１２１】
１．１４．下記の一価又は多価アルコールを用いたβ－（５－第三ブチル－４－ヒドロキ
シ－３－メチルフェニル）プロピン酸エステル
例えばメタノール、エタノール、ｎ－オクタノール、イソオクタノール、オクタデカノー
ル、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２
－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレン
グリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチ
ル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒドロキシエチル）蓚酸ジアミド、３－チアウ
ンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロー
ルプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［
２．２．２］オクタン。
【０１２２】
１．１５．下記の一価又は多価アルコールを用いたβ－（３，５－ジシクロヘキシル－４
－ヒドロキシフェニル）プロピン酸エステル
例えばメタノール、エタノール、オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジ
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オール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネ
オペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレ
ングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、
Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒドロキシエチル）蓚酸ジアミド、３－チアウンデカノール、３－チア
ペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロ
キシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタン。
【０１２３】
１．１６．下記の一価又は多価アルコールを用いた３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキ
シフェニル酢酸エステル
例えばメタノール、エタノール、オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジ
オール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネ
オペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレ
ングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、
Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒドロキシエチル）蓚酸ジアミド、３－チアウンデカノール、３－チア
ペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロ
キシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタン。
【０１２４】
１．１７．β－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピン酸アミド
例えばＮ，Ｎ′－ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）
ヘキサメチレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェ
ニルプロピオニル）トリメチレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（３，５－ジ第三ブチル－４
－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジン、Ｎ，Ｎ′－ビス［２－（３－［３，５
－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル］プロピオニルオキシ）エチル］オキサミド〔
ユニロイヤル(Uniroyal)によって供給されるナウガードＸＬ－１（商標名：Naugard XL-1
) 〕。
【０１２５】
１．１８．アスコルビン酸（ビタミンＣ）
【０１２６】
１．１９．アミン系酸化防止剤
Ｎ，Ｎ′－ジイソプロピル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－第二ブチル－ｐ－フェ
ニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（１，４－ジメチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミ
ン、Ｎ，Ｎ′－ビス（１－エチル－３－メチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ
，Ｎ′－ビス（１－メチルヘプチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ジシクロヘ
キシル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ジフェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ
，Ｎ′－ビス（２－ナフチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－イソプロピル－Ｎ′－フ
ェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１，３－ジメチルブチル）－Ｎ′－フェニル－
ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１－メチルヘプチル）－Ｎ′－フェニル－ｐ－フェニレ
ンジアミン、Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ′－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、４－（ｐ
－トルエンスルファモイル）ジフェニルアミン、Ｎ，Ｎ′－ジメチル－Ｎ，Ｎ′－第二ブ
チル－ｐ－フェニレンジアミン、ジフェニルアミン、Ｎ－アリルジフェニルアミン、４－
イソプロポキシジフェニルアミン、Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、Ｎ－（４－第三
オクチルフェニル）－１－ナフチルアミン、Ｎ－フェニル－２－ナフチルアミン、オクチ
ル化ジフェニルアミン、例えばｐ，ｐ′－ジ第三ブチル－オクチルジフェニルアミン、４
－ｎ－ブチルアミノフェノール、４－ブチリルアミノフェノール、４－ノナノイルアミノ
フェノール、４－ドデカノイルアミノフェノール、４－オクタデカノイルアミノフェノー
ル、ビス（４－メトキシフェニル）アミン、２，６－ジ第三ブチル－４－ジメチルアミノ
メチルフェノール、２，４′－ジアミノジフェニルメタン、４，４′－ジアミノジフェニ
ルメタン、Ｎ，Ｎ，Ｎ′，Ｎ′－テトラメチル－４，４′－ジアミノジフェニルメタン、
１，２－ビス［（２－メチルフェニル）アミノ］エタン、１，２－ビス（フェニルアミノ
）プロパン、（ｏ－トリル）ビグアニド、ビス［４－（１′，３′－ジメチルブチル）フ
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ェニル］アミン、第三オクチル化Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、モノ－及びジアル
キル化第三ブチル／第三オクチルジフェニルアミンの混合物、モノ－及びジアルキル化ノ
ニルジフェニルアミンの混合物、モノ－及びジアルキル化ドデシルジフェニルアミンの混
合物、モノ－及びジアルキル化イソプロピル／イソヘキシルジフェニルアミンの混合物、
モノ－及びジアルキル化第三ブチルジフェニルアミンの混合物、２，３－ジヒドロ－３，
３－ジメチル－４Ｈ－１，４－ベンゾチアジン、フェノチアジン、モノ－及びジアルキル
化第三ブチル／第三オクチルフェノチアジンの混合物、モノ－及びジアルキル化第三オク
チルフェノチアジンの混合物、Ｎ－アリルフェノチアジン、Ｎ，Ｎ，Ｎ′，Ｎ′－テトラ
フェニル－１，４－ジアミノブテ－２－エン、Ｎ，Ｎ－ビス（２，２，６，６－テトラメ
チルピペリジ－４－イル）ヘキサメチレンジアミン、ビス（２，２，６，６－テトラメチ
ルピペリジ－４－イル）セバケート、２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－オ
ン及び２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－オール。
【０１２７】
２．紫外線吸収剤及び光安定剤
２．１．２－（２′－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール
例えば２－（２′－ヒドロキシ－５′－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３
′，５′－ジ第三ブチル－２′－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（５′
－第三ブチル－２′－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２′－ヒドロキ
シ－５′－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２
－（３′，５′－ジ第三ブチル－２′－ヒドロキシフェニル）－５－クロロ－ベンゾトリ
アゾール、２－（３′－第三ブチル－２′－ヒドロキシ－５′－メチルフェニル）－５－
クロロ－ベンゾトリアゾール、２－（３′－第二ブチル－５′－第三ブチル－２′－ヒド
ロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２′－ヒドロキシ－４′－オクチルオキシ
フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３′，５′－ジ第三アミル－２′－ヒドロキシフ
ェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３′，５′－ビス（α，α－ジメチルベンジル）－
２′－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３′－第三ブチル－２′－ヒド
ロキシ－５′－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェニル）－５－クロロ－ベン
ゾトリアゾール、２－（３′－第三ブチル－５′－［２－（２－エチルヘキシルオキシ）
カルボニルエチル］－２′－ヒドロキシフェニル）－５－クロロ－ベンゾトリアゾール、
２－（３′－第三ブチル－２′－ヒドロキシ－５′－（２－メトキシカルボニルエチル）
フェニル）－５－クロロ－ベンゾトリアゾール、２－（３′－第三ブチル－２′－ヒドロ
キシ－５′－（２－メトキシカルボニルエチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（
３′－第三ブチル－２′－ヒドロキシ－５′－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）
フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３′－第三ブチル－５′－［２－（２－エチルヘ
キシルオキシ）カルボニルエチル］－２′－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３′－ドデシル－２′－ヒドロキシ－５′－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール
、２－（３′－第三ブチル－２′－ヒドロキシ－５′－（２－イソオクチルオキシカルボ
ニルエチル）フェニルベンゾトリアゾール、２，２′－メチレンビス［４－（１，１，３
，３－テトラメチルブチル）－６－ベンゾトリアゾール－２－イル－フェノール］；ポリ
エチレングリコール３００を用いた２－［３′－第三ブチル－５′－（２－メトキシカル
ボニルエチル）－２′－ヒドロキシルフェニル］－２Ｈ－ベンゾトリアゾールのエステル
交換生成物；［Ｒ－ＣＨ2 ＣＨ2 －ＣＯＯ－ＣＨ2 ＣＨ2 －］2 （式中、Ｒ＝３′－第三
ブチル－４′－ヒドロキシ－５′－２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル－フェニル）、
２－［２′－ヒドロキシ－３′－（α，α－ジメチルベンジル）－５′－（１，１，３，
３－テトラメチルブチル）フェニル］ベンゾトリアゾール；２－［２′－ヒドロキシ－３
′－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－５′－（α，α－ジメチルベンジル）フ
ェニル］ベンゾトリアゾール。
【０１２８】
２．２．２－ヒドロキシベンゾフェノン
例えば４－ヒドロキシ、４－メトキシ、４－オクチルオキシ、４－デシルオキシ、４－ド
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デシルオキシ、４－ベンジルオキシ、４，２′，４′－トリヒドロキシ及び２′－ヒドロ
キシ－４，４′－ジメトキシ誘導体。
【０１２９】
２．３．置換及び非置換安息香酸エステル
例えば４－第三ブチルフェニルサリチレート、フェニルサリチレート、オクチルフェニル
サリチレート、ジベンゾイルレゾルシノール、ビス（４－第三ブチルベンゾイル）レゾル
シノール、ベンゾイルレゾルシノール、２，４－ジ第三ブチルフェニル３，５－ジ第三ブ
チル－４－ヒドロキシベンゾエート、ヘキサデシル３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキ
シベンゾエート、オクタデシル３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、２
－メチル－４，６－ジ第三ブチルフェニル３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾ
エート。
【０１３０】
２．４．アクリルレート
例えばエチルα－シアノ－β，β－ジフェニルアクリレート、イソオクチルα－シアノ－
β，β－ジフェニルアクリレート、メチルα－カルボメトキシシンナメート、メチルα－
シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシ－シンナメート、ブチルα－シアノ－β－メチル－ｐ
－メトキシシンナメート、メチルα－カルボメトキシ－ｐ－メトキシシンナメート及びＮ
－（β－カルボメトキシ－β－シアノビニル）－２－メチルインドリン。
【０１３１】
２．５．ニッケル化合物
例えば付加配位子例えばｎ－ブチルアミン、トリエタノールアミン又はＮ－シクロヘキシ
ルジエタノールアミンを有するか又は有しない、２，２′－チオビス［４－（１，１，３
，３－テトラメチルブチル）フェノール］のニッケル錯体例えば１：１又は１：２錯体；
ニッケルジブチルジチオカルバメート、モノアルキルエステル例えば４－ヒドロキシ－３
，５－ジ第三ブチルベンジルホスホン酸のメチルエステル又はエチルエステルのニッケル
塩、ケトキシム例えば２－ヒドロキシ－４－メチルフェニルウンデシルケトキシムのニッ
ケル塩、付加配位子を有するか又は有しない、１－フェニル－４－ラウロイル－５－ヒド
ロキシピラゾールのニッケル錯体。
【０１３２】
２．６．立体障害アミン
例えばビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）セバケート、ビス（２，２，６
，６－テトラメチルピペリジル）スクシネート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチ
ルピペリジル）セバケート、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチル
－４－ピペリジル）セバケート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）
ｎ－ブチル－３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルマロネート；１－（２－ヒ
ドロキシエチル）－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジンとコハク
酸との縮合生成物；Ｎ、Ｎ′－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）
ヘキサメチレンジアミンと４－第三オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－ト
リアジンとの縮合生成物；トリス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ニ
トリロトリアセテート、テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）
－１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、１，１′－（１，２－エタンジイル
）ビス（３，３，５，５－テトラメチルピペラジノン）、４－ベンゾイル－２，２，６，
６－テトラメチルピペリジン、４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピ
ペリジン、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－２－ｎ－ブチル－２
－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ第三ブチルベンジル）マロネート、３－ｎ－オクチル－
７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４．５］デカン－２，４
－ジオン、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）セバ
ケート、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）スクシ
ネート；Ｎ，Ｎ′－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチ
レンジアミンと４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンとの縮合生
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成物；２－クロロ－４，６－ジ（４－ｎ－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチル
ピペリジル）－１，３，５－トリアジンと１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エ
タンとの縮合生成物；２－クロロ－４，６－ジ（４－ｎ－ブチルアミノ－１，２，２，６
，６－ペンタメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと１，２－ビス（３－アミノ
プロピルアミノ）エタンとの縮合生成物；８－アセチル－３－ドデシル－７，７，９，９
－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、３－
ドデシル－１－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ピロリジン－２，５
－ジオン、３－ドデシル－１－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）
ピロリジン－２，５－ジオン、４－ヘキサデシルオキシ－及び４－ステアリルオキシ－２
，２，６，６－テトラメチルピペリジンの混合物、Ｎ，Ｎ′－ビス（２，２，６，６－テ
トラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと４－シクロヘキシルアミノ－２
，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンンとの縮合生成物、１，２－ビス（３－アミノ
プロピルアミノ）エタンと２，４，６－トリクロロ－１，３，５－トリアジンンとの縮合
生成物、並びに４－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン（ＣＡＳ　
Ｒｅｇ．Ｎｏ．［１３６５０４－９６－６］）；Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシンイミド、Ｎ－（１，２，２，６，６－ペンタメ
チル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルスクシンイミド、２－ウンデシル－７，７，９，
９－テトラメチル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソ－スピロ［４．５］デカン
、７，７，９，９－テトラメチル－２－シクロウンデシル－１－オキサ－３，８－ジアザ
－４－オキソ－スピロ［４．５］デカンとエピクロロヒドリンとの反応生成物、１，１－
ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジルオキシカルボニル）－２－（
４－メトキシフェニル）エタン、Ｎ，Ｎ′－ビス－ホルミル－Ｎ，Ｎ′－ビス（２，２，
６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミン、４－メトキシ－メチ
レン－マロン酸と１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ヒドロキシピペリジンとのジ
エステル、ポリ［メチルプロピル－３－オキシ－４－（２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジル）］シロキサン、マレイン酸無水物－α－オレフィン－コポリマーと２，
２，６，６－テトラメチル－４－アミノピペリジン又は１，２，２，６，６－ペンタメチ
ル－４－アミノピペリジンとの反応生成物。
【０１３３】
２．７．蓚酸ジアミド
例えば４，４′－ジオクチルオキシオキサニリド、２，２′－ジエトキシオキサニリド、
２，２′－ジオクチルオキシ－５，５′－ジ第三ブチルオキサニリド、２，２′－ジドデ
シルオキシ－５，５′－ジ第三ブチルオキサニリド、２－エトキシ－２′－エチルオキサ
ニリド、Ｎ，Ｎ′－ビス（３－ジメチルアミノプロピル）オキサルアミド、２－エトキシ
－５－第三ブチル－２′－エチルオキサニリド及びその２－エトキシ－２′－エチル－５
，４′－ジ第三ブチル－オキサニリドとの混合物、オルト－及びパラ－メトキシ－二置換
オキサニリドの混合物並びにオルト－及びパラ－エトキシ－二置換オキサニリドの混合物
。
【０１３４】
３．金属奪活剤
例えばＮ，Ｎ′－ジフェニル蓚酸ジアミド、Ｎ－サリチラル－Ｎ′－サリチロイルヒドラ
ジン、Ｎ，Ｎ′－ビス（サリチロイル）ヒドラジン、Ｎ，Ｎ′－ビス（３，５－ジ第三ブ
チル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジン、３－サリチロイルアミノ－１
，２，４－トリアゾール、ビス（ベンジリデン）オキサリルジヒドラジド、オキサニリド
、イソフタロイルジヒドラジド、セバコイルビスフェニルヒドラジド、Ｎ，Ｎ′－ジアセ
チルアジポイルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ′－ビス（サリチロイル）オキサリルジヒドラジド
、Ｎ，Ｎ′－ビス（サリチロイル）チオプロピオニルジヒドラジド。
【０１３５】
４．ホスフィット及びホスホナイト
例えばトリフェニルホスフィット、ジフェニルアルキルホスフィット、フェニルジアルキ
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トリオクタデシルホスフィット、ジステアリルペンタエリトリトールジホスフィット、ト
リス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ホスフィット、ジイソデシルペンタエリトリトー
ルジホスフィット、ビス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホス
フィット、ビス（２，６－ジ第三ブチル－４－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジ
ホスフィット、ジイソデシルオキシペンタエリトリトールジホスフィット、ビス（２，４
－ジ第三ブチル－６－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィット、ビス（２
，４，６－トリス（第三ブチルフェニル）ペンタエリトリトール）ジホスフィット、トリ
ステアリルソルビトールトリホスフィット、テトラキス（２，４－ジ第三ブチルフェニル
）－４，４′－ビフェニレンジホスホナイト、６－イソオクチルオキシ－２，４，８，１
０－テトラ第三ブチル－１２Ｈ－ジベンズ［ｄ，ｇ］－１，３，２－ジオキサホスホシン
、６－フルオロ－２，４，８，１０－テトラ第三ブチル－１２－メチル－ジベンズ［ｄ，
ｇ］－１，３，２－ジオキサホスホシン、ビス（２，４－ジ第三ブチル－６－メチルフェ
ニル）メチルホスフィット、ビス（２，４－ジ第三ブチル－６－メチルフェニル）エチル
ホスフィット、２，２′，２″－ニトリロ［トリエチルトリス（３，３′，５，５′－テ
トラ－第三ブチル－１，１′－ビフェニル－２，２′－ジイル）ホスフィット、２－エチ
ルヘキシル（３，３′，５，５′－テトラ－第三ブチル－１，１′－ビフェニル－２，２
′－ジイル）ホスフィット。
とりわけ好ましいものは、下記のホスフィットである。
次式：
【化４７】
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【化４８】

で表わされる、トリス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ホスフィット〔イルガフォス１
６８〔商標名：Irgafos 168,チバ－ガイギー(Ciba-Geigy)社製〕、トリス（ノニルフェニ
ル）ホスフィット。
【０１３６】
５．ヒドロキシルアミン
例えばＮ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルヒドロキシルアミン、
Ｎ，Ｎ－ジオクチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジラウリルヒドロキシルアミン、Ｎ，
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Ｎ－ジテトラデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジヘキサデシルヒドロキシルアミン、
Ｎ，Ｎ－ジオクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ－オクタデシルヒド
ロキシルアミン、Ｎ－ヘプタデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン、水素化獣脂
アミンから誘導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミン。
【０１３７】
６．ニトロン
例えばＮ－ベンジル－α－フェニル－ニトロン、Ｎ－エチル－α－メチル－ニトロン、Ｎ
－オクチル－α－ヘプチル－ニトロン、Ｎ－ラウリル－α－ウンデシル－ニトロン、Ｎ－
テトラデシル－α－トリデシル－ニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ペンタデシル－ニト
ロン、Ｎ－オクタデシル－α－ヘプタデシル－ニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ヘプタ
デシル－ニトロン、Ｎ－オクタデシル－α－ペンタデシル－ニトロン、Ｎ－ヘプタデシル
－α－ヘプタデシル－ニトロン、Ｎ－オクタデシル－α－ヘキサデシル－ニトロン、水素
化獣脂アミンから誘導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミンから誘導されたニト
ロン。
【０１３８】
７．チオ相乗剤
例えばジラウリルチオジプロピオネート又はジステアリルチオジプロピオネート。
【０１３９】
８．過酸化物掃去剤
例えばβ－チオジプロピオン酸エステル、例えばラウリル、ステアリル、ミリスチル又は
トリデシルエステル、メルカプトベンズイミダゾール又は２－メルカプトベンズイミダゾ
ール亜鉛塩、亜鉛ジブチルジチオカルバメート、ジオクタデシルジスルフィド、ペンタエ
リトリトールテトラキス（β－ドデシルメルカプト）プロピオネート。
【０１４０】
９．ポリアミド安定剤
例えば、沃化物及び／又は燐化合物及び二価マンガン塩と組み合わせた銅塩。
【０１４１】
１０．塩基性補助安定剤
例えばメラミン、ポリビニルピロリドン、ジシアンジアミド、トリアリルシアヌレート、
尿素誘導体、ヒドラジン誘導体、アミン、ポリアミド、ポリウレタン、高級脂肪酸のアル
カリ金属塩及びアルカリ土類金属塩例えばカルシウムステアレート、亜鉛ステアレート、
マグネシウムベヘネート、マグネシウムステアレート、ナトリウムリシノレート及びカリ
ウムパルミテート、アンチモンピロカテコレート又は亜鉛ピロカテコレート。
【０１４２】
１１．核剤
例えば無機物質、例えば、タルク、金属酸化物例えば二酸化チタン又は酸化マグネシウム
、好ましくはアルカリ土類金属の燐酸塩，炭酸塩又は硫酸塩；有機化合物、例えばモノ－
又はポリカルボン酸及びその塩、例えば４－第三ブチル安息香酸、アジピン酸、ジフェニ
ル酢酸、コハク酸ナトリウム及び安息香酸ナトリウム；ポリマー状化合物、例えばイオン
性コポリマー（イオノマー）。
【０１４３】
１２．充填剤及び強化剤
例えば炭酸カルシウム、珪酸塩、ガラス繊維、ガラス球、アスベスト、タルク、陶土、雲
母、硫酸バリウム、金属酸化物及び水酸化物、カーボンブラック、黒鉛、木粉並びに他の
天然産物の粉末及び繊維、合成繊維。
【０１４４】
１３．その他の添加剤
例えば可塑剤、潤滑剤、乳化剤、顔料、レオロジー添加剤、触媒、流れ調整剤、蛍光増白
剤、防炎加工剤、帯電防止剤及び発泡剤。
【０１４５】
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１４．ベンゾフラノン及びインドリノン
例えばＵ．Ｓ．４３２５８６３；Ｕ．Ｓ．４３３８２４４；Ｕ．Ｓ．５１７５３１２；Ｕ
．Ｓ．５２１６０５２；Ｕ．Ｓ．５２５２６４３；ＤＥ－Ａ－４３１６６１１；ＤＥ－Ａ
－４３１６６２２；ＤＥ－Ａ－４３１６８７６；ＥＰ－Ａ－０５８９８３９又はＥＰ－Ａ
－０５９１１０２に開示されたもの、又は、３－［４－（２－アセトキシエトキシ）フェ
ノール］－５，７－ジ第三ブチル－ベンゾフラノン－２－オン、５，７－ジ第三ブチル－
３－［４－（２－ステアロイルオキシエトキシ）フェニル］ベンゾフラノン－２－オン、
３，３′－ビス［５，７－ジ第三ブチル－３－（４－［２－ヒドロキシエトキシ］フェニ
ル）ベンゾフラノン－２－オン］、５，７－ジ第三ブチル－３－（４－エトキシフェニル
）ベンゾフラノン－２－オン、３－（４－アセトキシ－３，５－ジメチルフェニル）－５
，７－ジ第三ブチル－ベンゾフラノン－２－オン、３－（３，５－ジメチル－４－ピバロ
イルオキシフェニル）－５，７－ジ第三ブチル－ベンゾフラノン－２－オン、３－（３，
４－ジメチルフェニル）－５，７－ジ第三ブチル－ベンゾフラノン－２－オン、３－（２
，３－ジメチルフェニル）－５，７－ジ第三ブチル－ベンゾフラノン－２－オン。
【０１４６】
添加する他の添加剤の性質及び量は、安定化すべき基材の性質及びその目的とする用途に
より決定される；多くの場合、安定化すべきポリマーに対して０．１ないし５重量％であ
る。
【０１４７】
特に都合良くは、本新規安定剤混合物は、成分Ａとして合成ポリマー、特に、例えば、熱
可塑性ポリマー、ペイントのような塗料のための結合剤、又は写真材料を含む組成物にお
いて用いることができる。適する熱可塑性ポリマーの例は、ポリオレフィン及び主鎖にヘ
テロ原子を含むポリマーである。成分Ａが、主鎖に窒素原子，酸素原子及び／又は硫黄原
子、とりわけ窒素原子及び酸素原子を含む熱可塑性ポリマーである前記組成物も好ましい
。この様なポリマーの例は、下記の種類の熱可塑性ポリマーである。
【０１４８】
１．　ポリアセール、例えばポリオキシメチレン、及びコモノマー、例えばエチレンオキ
シドを含む前記ポリオキシメチレン；熱可塑性ポリウレタン，アクリレート又はＭＢＳに
より変性されたポリアセール。
【０１４９】
２．　ポリフェニレンオキシド及びスルフィド、並びにスチレンポリマー又はポリアミド
とのそれらの混合物。
【０１５０】
３．　ポリアミド及びコポリアミド、例えば、ジアミン及びジカルボン酸から、及び／又
はアミノカルボン酸又は相当するラクタムから誘導されたポリアミド及びコポリアミド、
例えばポリアミド４、ポリアミド６、ポリアミド６／６，６／１０，６／９，６／１２，
４／６，ポリアミド１１、ポリアミド１２、ｍ－キシレンジアミンとアジピン酸との縮合
により得られた芳香族ポリアミド；ヘキサメチレンジアミン及びイソフタル酸及び／又は
テレフタル酸及び変性剤としてのエラストマーを用いて又は用いないで製造されたポリア
ミド、例えばポリ－２，４，４－トリメチルヘキサメチレンテレフタルアミド、ポリ－ｍ
－フェニレンイソフタルアミド。前記ポリアミドとポリオレフィン、オレフィンコポリマ
ー、イオノマー又は化学的に結合された若しくはグラフトされたエラストマーとのブロッ
クコポリマー；又はポリエーテル、例えばポリエチレングリコール、ポリプロピレングリ
コール又はポリテトラメチレングリコールとのブロックコポリマー。加えて、ＥＰＤＭ又
はＡＢＳを用いて変性されたコポリアミド又はポリアミド；及び加工中に縮合したポリア
ミド（ＲＩＭ－ポリアミド系）。
【０１５１】
４．　ポリ尿素、ポリイミド、ポリアミド－イミド及びポリベンズイミダゾール。
【０１５２】
５．　ポリエステル、例えばジカルボン酸及びジオールから、及び／又はヒドロキシカル
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ボン酸又は相当するラクトンから誘導されたポリエステル、例えばポリエチレンテレフタ
ール、ポリブチレンテレフタール、ポリ－１，４－ジメチロールシクロヘキサンテレフタ
レート、ポリヒドロキシベンゾエート、及び更にヒドロキシ末端基を有するポリエーテル
から誘導されたブロックコポリエーテルエステル；及び更にポリカーボネート又はＭＢＳ
を用いて変性されたポリエステル。
【０１５３】
６．　ポリカーボネート及びポリエステルカーボネート、とりわけ芳香族ポリカーボネー
ト、例えば、２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパン又は１，１－ビス（４－
ヒドロキシフェニル）シクロヘキサン。
【０１５４】
７．　ポリスルホン、ポリエーテルスルホン及びポリエーテルケトン、とりわけこの種の
芳香族ポリマー。
【０１５５】
８．　前記ポリマーの互いの又は他のポリマー、例えばポリオレフィン、ポリアクリレー
ト、耐衝撃性改良剤としてのポリジエン又は他のエラストマーとの混合物（ポリブレンド
）。
【０１５６】
前記のもののうちで好ましいものは、ポリカーボネート、ポリエステル、ポリアミド、ポ
リアセタール、ポリフェニレンオキシド及びポリフェニレンスルフィドであるが、しかし
、とりわけポリカーボネートである。これらは特に、構造的な繰り返し単位が式－［Ｏ－
Ａ－ＯＣＯ－］－（式中、Ａは二価フェノール基を表わす）で表わされる前記ポリマーで
ある。Ａの例は、中でも、ＵＳＡ－Ａ－４９６０８６３及びＤＥ－Ａ－３９２２４９６の
各明細書に記載されている。
【０１５７】
成分（Ａ）で表わされるポリマーは、直鎖状又は分岐鎖状であってよい。前記ポリマーの
造形は、比較的高い温度で起こる。前記温度において、大多数の慣用の光安定剤及び酸化
防止剤は不安定であり且つ分解し始める。しかしながら、上述の混合物は非常に温度－安
定性であり、それ故、前記ポリマーを安定化するために特に適する。
【０１５８】
成分（Ａ）がポリオレフィン、例えばポリエチレン又はポリプロピレンである組成物も重
要である。
【０１５９】
有機ポリマー、例えば合成有機物、とりわけ熱可塑性ポリマーへの配合は、従来技術で慣
用の方法により、所望により何れかの添加剤と共に、本新規混合物を添加することにより
行なうことができる。それらは、例えば、粉末状成分を混合することにより、或いは、ポ
リマーの溶融物又は溶液に安定剤を添加することにより、或いは、ポリマーに溶解された
又は分散された化合物を塗布することにより、所望により次いで溶媒の蒸発を行なって、
造形工程の前又は間に、好適に配合することができる。エラストマーの場合には、それら
は、ラテックスとして安定化することもできる。ポリマー中に本新規混合物を配合するた
めの他の可能性は、相当するモノマーの重合前又は重合中に、及び／又は、架橋前に、そ
れらを添加することである。
【０１６０】
本新規混合物は、安定化すべきポリマーに対して、例えば、２．５ないし２５重量％の濃
度で前記化合物を含むマスターバッチの形態で添加することもできる。
【０１６１】
本新規混合物は、下記の方法により好適に配合することができる：
－乳化物又は分散物（例えば、ラテックス又は乳化物ポリマー）として
－添加成分又はポリマー混合物の混合物の間、乾燥混合物として
－加工装置（例えば、押出機、内部ミキサー等）への直接添加により
－溶液又は溶融物として。
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【０１６２】
安定化されたポリマー組成物は、それ故、慣用の方法により、例えば、圧縮，回転，押し
出し又は射出成形により、造形物、例えば繊維，フィルム，細片，シート，サンドイッチ
ボード，容器，パイプ及び他の形材に変換することができる。
【０１６３】
したがって、本発明は更に、造形物を製造するための新規ポリマー組成物を提供する。
【０１６４】
多層系における使用も重要である。この場合、本新規安定剤を比較的高い含有率で、例え
ば５～１５重量％含む本新規ポリマー組成物は、式Ｉで表わされる安定剤を少量含む又は
全く含まないポリマーから作られた造形物に薄膜（１０～１００μｍ）で使用される。前
記使用は、例えば共押出により、基材の造形と同時に行なうことができる。或いは又、前
記使用は、例えばフィルムを用いるラミネート化により、又は溶液を用いる塗布により、
造形済の基材物品に対して行なうことができる。仕上げられた物品の内部層（単層又は複
数層) は、紫外線から物品の内部を保護する紫外線フィルターの機能を有する。前記内部
層は、少なくとも１種の式Ｉで表わされる化合物及び式IIで表わされる化合物を、好まし
くは５～１５重量％、とりわけ５～１０重量％含む。
【０１６５】
この様にして安定化された前記ポリマーは、高い耐候安定性、とりわけ、紫外線に対する
高い安定性を有する。その結果、長期間の屋外使用の間でさえも、前記ポリマーは、その
機械的性質及び更にその色及びその光沢を保持する。
【０１６６】
特に重要なことは、塗料、例えばペイントに対する安定剤としての本新規化合物の混合物
の使用である。したがって、本発明は又、成分Ａがフィルム形成性結合剤である前記組成
物を提供する。
【０１６７】
本新規塗料組成物は、固体結合剤Ａ１００重量部当たり、本新規安定剤を、好ましくは０
．０１～１０重量部、特に０．０５～１０重量部、そして、とりわけ０．１～５重量部含
む。
【０１６８】
この場合、多層系も可能であり、前記多層系において上部層中の本新規安定剤（成分Ｂ）
の濃度は高くてもよく、例えば、固体結合剤Ａ１００重量部当たり、成分Ｂ１ないし１５
重量部、とりわけ３ないし１０重量部であってよい。この様な多層系は、例えば、２－又
は３－コート仕上げ材である。
【０１６９】
塗料中の安定剤としての本新規化合物の混合物の使用は、薄片化、すなわち基材からの塗
膜の剥離、が防止されるという付加的な利点をもたらす。この利点は、金属基材（金属基
材上の多層系を包含する）の場合に特に重要である。
【０１７０】
前記結合剤（成分Ａ）は、基本的に、従来技術で慣用の何れかの結合剤であってよく、例
えば、ウルマン工業化学大辞典（Ullmann's Encyclopaedia of Industrial Chemistry ）
，第５版，Vol.Ａ１８，第３６８－４２６頁，フェルラークヒェミー，ヴァインハイム，
１９９１年に記載されている。通常、前記結合剤は熱可塑性又は熱硬化性樹脂、好ましく
は熱硬化性樹脂をベースとするフィルム形成性結合剤である。その例は、アルキッド樹脂
、アクリル樹脂、ポリエステル樹脂、フェノール樹脂、メラミン樹脂、エポキシ樹脂及び
ポリウレタン樹脂である。
【０１７１】
成分Ａは、冷－硬化性又は熱－硬化性であってよい；硬化性触媒の添加は、好都合かもし
れない。前記結合剤の硬化を促進する適する触媒は、例えば、ウルマン工業化学大辞典（
Ullmann's Encyclopaedia of Industrial Chemistry ），第５版，Vol.Ａ１８，第４６９
頁，フェルラーク　ヒェミー，ヴァインハイム，１９９１年に記載されている。
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【０１７２】
成分Ａが、機能性アクリル樹脂と架橋剤とからなる結合剤である塗料組成
物が好ましい。
【０１７３】
特定の結合剤を含む塗料組成物の例は、下記のものである。
１．冷－架橋性又は熱－架橋性のアルキッド樹脂、アクリル樹脂、ポリエステル樹脂、エ
ポキシ樹脂又はメラミン樹脂、或いは、所望により硬化触媒を含む前記樹脂の混合物。
２．ヒドロキシル含有アクリル樹脂、ポリエステル樹脂、ポリエーテル樹脂をベースとす
る、並びに脂肪族又は芳香族イソシアネート，イソシアヌレート又はポリイソシアネート
をベースとする二成分ポリウレタンペイント。
３．ブロックされたイソシアネート，イソシアヌレート又はポリイソシアネート（これら
は、焼き付けの過程でブロックが解除される）をベースとする一成分ポリウレタンペイン
ト。
４．脂肪族又は芳香族ウレタン又はポリウレタンをベースとする、並びにヒドロキシル含
有アクリル樹脂、ポリエステル樹脂、ポリエーテル樹脂をベースとする一成分ポリウレタ
ンペイント。
５．ウレタン構造中に遊離アミノ基を有する脂肪族又は芳香族ウレタンアクリレート又は
ポリウレタンアクリレートをベースとし、並びにメラミン樹脂又はポリエステル樹脂をベ
ースとし、所望により添加された硬化触媒を含む一成分ポリウレタンペイント。
６．（ポリ）ケトイミン及び脂肪族又は芳香族イソシアネート，イソシアヌレート又はポ
リイソシアネートをベースとする二成分ペイント。
７．（ポリ）ケトイミン及び不飽和アクリル樹脂又はポリアセトアセテート樹脂又はメチ
ルメタクリルアミドグリコレートをベースとする二成分ペイント。
８．カルボキシル－又はアミノ含有ポリアクリレート及びポリエポキシドをベースとする
二成分ペイント。。
９．酸無水物基を含むアクリル樹脂並びにポリヒドロキシ又はポリアミノ成分をベースと
する二成分ペイント。。
１０．アクリレート含有酸無水物並びにポリエポキシドをベースとする二成分ペイント。
１１．（ポリ）オキサゾリン並びに酸無水物基を含むアクリル樹脂又は不飽和アクリル樹
脂、或いは脂肪族又は芳香族イソシアネート，イソシアヌレート又はポリイソシアネート
をベースとする二成分ペイント。
１２．不飽和ポリアクリレート及びポリマロネートをベースとする二成分ペイント。
１３．エーテル化メラミン樹脂と組み合わせた、熱可塑性アクリル樹脂又は内部的に架橋
されたアクリル樹脂をベースとする熱可塑性ポリアクリレートペイント。
１４．シロキサン変性又は弗素変性アクリル樹脂をベースとするペイント系。
【０１７４】
成分Ａ及び成分Ｂに加えて、本新規塗料組成物は、成分Ｃとして、立体障害アミン及び／
又は２－ヒドロキシフェニル－２－ベンゾトリアゾール型の光安定剤、例えば、項２．１
，２．６の下に上記リストに記載された様な光安定剤を含む。前記範疇において、特に工
業的に重要なことは、２－ヒドロキシフェニル－２－Ｈ－ベンゾトリアゾールの添加であ
る。
【０１７５】
最大の光安定性を得るために、項２．６の下に上記リストに記載された様な立体障害アミ
ンを添加することが重要である。したがって、本発明は、成分Ａ及び成分Ｂに加えて、成
分Ｃとして、立体障害アミン型の光安定剤を含む塗料組成物も提供する。
【０１７６】
これは、好ましくは、少なくとも一つの次式：
【化４９】
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２，２，６，６－テトラアルキルピペリジン誘導体である。
【０１７７】
成分Ｃは、好ましくは、固体結合剤１００重量部当たり、０．０５ないし５重量部の量使
用する。
【０１７８】
成分Ｃとして使用することができるテトラアルキルピペリジン誘導体の例は、ＥＰ－Ａ－
３５６６７７，第３～１７頁，セクションａ）ないしｆ）に記載されている。ＥＰ－Ａ－
３５６６７７の前記セクションは、本明細書の一部として記載されている。下記のテトラ
アルキルピペリジン誘導体を用いることが特に好ましい：
ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）スクシネート、
ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケート、
ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）セバケート、
ジ（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ブチル（３，５－ジ第三
ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロネート、
ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバ
ケート、
テトラ（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ブタン－１，２，３，４
－テトラカルボキシレート、
テトラ（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ブタン－１，２，３
，４－テトラカルボキシレート、
２，２，４，４－テトラメチル－７－オキサ－３，２０－ジアザ－２１－オキソ－ジスピ
ロ［５．１．１１．２］ヘンエイコサン、
８－アセチル－３－ドデシル－１，３，８－トリアザ－７，７，９，９－テトラメチルス
ピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、
１，１－ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル－オキシカルボ
ニル）－２－（４－メトキシフェニル）エテン、
又は、次式：
【化５０】
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で表わされる化合物。
【０１７９】
成分Ａ，Ｂ及び、存在する場合には成分Ｃに加えて、本塗料組成物は、別の成分、例えば
溶媒、顔料、染料、可塑剤、安定剤、チキソトロピー剤、乾燥触媒及び／又はレベリング
助剤を含んでいてよい。使用可能な成分の例は、ウルマン工業化学大辞典（Ullmann's En
cyclopaedia of Industrial Chemistry ），第５版，Vol.Ａ１８，第４２９～４７１頁，
フェルラーク　ヒェミー，ヴァインハイム，１９９１年に記載されたものである。
【０１８０】
使用可能な乾燥触媒又は硬化触媒は、例えば、有機金属化合物、アミン、アミノ－含有樹
脂及び／又はホスフィンである。有機金属化合物の例は、金属カルボキシレート、とりわ
け、金属Ｐｂ，Ｍｎ，Ｃｏ，Ｚｎ，Ｚｒ又はＣｕのカルボキシレート、或いは、金属キレ
ート、とりわけ、金属Ａｌ，Ｔｉ又はＺｒのキレート、或いは、例えば、有機錫化合物の
様な有機金属化合物である。
【０１８１】
金属カルボキシレートの例は、Ｐｂ，Ｍｎ又はＺｎのステアレート、Ｃｏ，Ｚｎ又はＣｕ
のオクトエート、Ｍｎ及びＣｏのナフテネート又は相当するリノレート，レシネート又は
タレートである。。
【０１８２】
金属キレートの例は、アセチルアセトン，エチルアセチルアセトン，サリチルアルデヒド
，サリチルアルドキシム，ｏ－ヒドロキシアセトフェノン又はエチルトリフルオロアセチ
ルアセトンのアルミニウム，チタン又はジルコニウムキレート、並びに前記金属のアルコ
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キシドである。
【０１８３】
有機錫化合物の例は、ジブチル錫オキシド、ジブチル錫ジラウレート又はジブチル錫ジオ
クトエートである。
【０１８４】
アミンの例は、とりわけ第三アミン、例えばトリブチルアミン、トリエタノールアミン、
Ｎ－メチルジエタノールアミン、Ｎ－ジメチルエタノールアミン、Ｎ－エチルモルホリン
、Ｎ－メチルモルホリン又はジアザビシクロオクタン（トリエチレンジアミン）、及び更
にこれらの塩である。別の例は、第四アンモニウム塩、例えば、トリメチルベンジルアン
モニウムクロリドである。
【０１８５】
アミノ－含有樹脂は、同時に結合剤であり且つ硬化触媒である。それらの例は、アミノ－
含有アクリレート－コポリマーである。
【０１８６】
使用する硬化触媒の例は、ホスフィン、例えば、トリフェニルホスフィンであってもよい
。
【０１８７】
本新規塗料組成物は、輻射線－硬化性塗料組成物であってもよい。この場合、結合剤は基
本的に、エチレン性不飽和結合を含むモノマー状又はオリゴマー状化合物（プレポリマー
）からなり、これは、続く塗布において硬化される、すなわち、化学線の手段により、架
橋された高分子量の塊状形態に変換される。前記系が紫外線硬化系である場合には、前記
系は通常、光開始剤も含む。相当する系は、上述の刊行物であるウルマン工業化学大辞典
（Ullmann's Encyclopaedia of Industrial Chemistry ），第５版，Vol.Ａ１８，第４５
１～４５３頁に記載されている。輻射線－硬化性塗料組成物において、本新規安定剤は、
立体障害アミン添加剤を用いなくても使用することができる。
【０１８８】
本新規組成物は、何れかの所望の基材、例えば木材、金属、プラスチック、セラミックの
各材料に塗布することができる。それらは、好ましくは、自動車の最終仕上げにおけるト
ップコートとして使用することができる。この場合、トップコートは二つのコートからな
り、ボトムコートには顔料が配合されており、アッパーコートには顔料が配合されておら
ず、本新規組成物は、アッパーコート又はボトムコートとして又は両方のコートとして使
用し得るが、しかしアッパーコートとして使用することが好ましい。
【０１８９】
本新規組成物は、慣用の技術、例えば、塗布，噴霧，フローコーティング，浸漬又は電気
泳動により、基材に塗布することができる；ウルマン工業化学大辞典（Ullmann's Encycl
opaedia of Industrial Chemistry ），第５版，Vol.Ａ１８，第４９１～５００頁参照。
【０１９０】
前記塗料の硬化は、結合剤系に依存して、室温で又は加熱することにより、行なうことが
できる。５０～１５０℃で塗料を硬化することが好ましく、粉体塗料は更に高い温度で硬
化することが好ましい。
【０１９１】
本発明に基づいて得られる塗料は、光，酸素及び熱の損傷効果に対して顕著な耐性を有す
る；得られる塗料、例えばペイントの良好な耐光性及び耐候性は特記すべきである。
【０１９２】
したがって、本発明は、上記の本新規化合物の混合物を添加することにより、光，酸素及
び熱の損傷効果に対して安定化された塗料、とりわけペイントも提供する。前記ペイント
は、好ましくは、自動車のトップコートである。本発明は更に、式Ｉで表わされる化合物
と式IIで表わされる化合物とからなる混合物を塗料組成物に混合することからなる、光，
酸素及び／又は熱による損傷に対する有機ポリマーをベースとする塗料の安定化方法を含
み、そして、光，酸素及び／又は熱による損傷に対する安定剤としての、塗料組成物にお
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る。
【０１９３】
前記塗料組成物は、有機溶媒又は、結合剤が溶解し得る溶媒混合物を含んでよい。しかし
ながら、前記塗料組成物は、水性の溶液又は分散液であってもよい。媒体は有機溶媒と水
との混合物であってもよい。前記塗料組成物は、高－固形分ペイントであってもよいし、
又は、無溶媒であってよい（例えば、粉体塗料）。前記粉体塗料は、例えば、ウルマン工
業化学大辞典（Ullmann's Encyclopaedia of Industrial Chemistry ），第５版，Vol.Ａ
１８，第４３８～４４４頁ＮＩ記載されている様な粉体塗料である。前記粉体塗料は、粉
体スラリー、すなわち、好ましくは水中の、粉体の分散液の形態で存在してもよい。
【０１９４】
顔料は、無機，有機又は金属顔料であってよい。本新規塗料組成物は、好ましくは、顔料
を全く含まず、そして、クリヤーコートとして使用される。
【０１９５】
自動車工業における塗装のためのトップコートとしての、とりわけ、ペイント系の、所望
により顔料を添加されたトップコートとしての本新規塗料組成物の使用も、同様に好まし
い。しかしながら、下塗りコートとしての本新規塗料組成物の使用も可能である。この様
な系においては、本新規混合物は、一成分がトップコート内（例えば、クリヤーコート内
）に存在し、そして、他成分が下塗りコート内（例えば、ベースコート内）に存在するよ
うに用いてよい。この例は、トップコートが式IIで表わされる化合物を含み、そして、下
塗りコートが式Ｉで表わされる化合物を含むペイント系であろう。
【０１９６】
下記の化合物は、式Ｉで表わされる個々の化合物の例である：２，４，６－トリス（２－
ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒド
ロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－
１，３，５－トリアジン、２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４，６－ビス（２，
４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４
－プロピルオキシフェニル）－６－（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリア
ジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（４－メチ
ルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ドデシルオキシフ
ェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－
（２－ヒドロキシ－４－トリデシルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチル
フェニル）－１，３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－
３－ブチルオキシ－プロポキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチル）－１，
３，５－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－オクチルオキ
シ－プロポキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチル）－１，３，５－トリア
ジン、２－［４－（ドデシルオキシ／トリデシルオキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）－
２－ヒドロキシ－フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５
－トリアジン、２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ドデシルオキシ－プ
ロポキシ）フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリ
アジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ）フェニル－４，６－ジフェニル－
１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）－４，６－ジ
フェニル－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス［２－ヒドロキシ－４－（３－
ブトキシ－２－ヒドロキシ－プロポキシ）フェニル］－１，３，５－トリアジン、２－（
２－ヒドロキシフェニル）－４－（４－メトキシフェニル）－６－フェニル－１，３，５
－トリアジン、２－｛２－ヒドロキシ－４－［３－（２－エチルヘキシル－１－オキシ）
－２－ヒドロキシプロピルオキシ］フェニル｝－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニ
ル）－１，３，５－トリアジン、
【表４】
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【０１９７】
下記の化合物は、式IIで表わされる個々の化合物の例である：
【表６】

【０１９８】
下記表Ｂの混合物は、記載された化合物をキシレン又はソルヴェッソ１００（商標名；So
lvesso 100）（実施例Ｃ１参照）に溶解することにより調製される。
【表７】
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【表８】
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【表９】



(68) JP 4379640 B2 2009.12.9

10

20

30

【０１９９】
同種の化合物の混合物（式Ｉで表わされる化合物の混合物、又は、式IIで表わされる化合
物の混合物）は工業混合物であり、そして、遊離体の市販混合物から一部得られる。
【０２００】
Ｃ）使用例
実施例Ｃ１：２－コートメタリックペイントの安定化
本新規安定剤混合物を、下記の組成を有するクリヤーコートに関して試験する。
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１）ヘキスト社(Hoechst AG)製のアクリル樹脂；キシレン／ブタノール２６：９中の６５
％溶液
２）ヘキスト社(Hoechst AG)製のアクリル樹脂；ソルヴェッソ１００4)（商標名；Solves
so 100）中の７５％溶液
３）ヘキスト社(Hoechst AG)製のメラミン樹脂；イソブタノール中の５５％溶液
４）芳香族炭化水素混合物，沸点範囲１８２～２０３℃（ソルヴェッソ１５０）、又は１
６１～１７８℃（ソルヴェッソ１００）；製造元：エッソ(ESSO)
５）脂肪族炭化水素混合物，沸点範囲１４５～２００℃；製造元：シェル(Shell)
６）１％ソルヴェッソ１５０4)；製造元：バイエル社(Bayer AG)
【０２０１】
ペイントの固形分含有率に関して、ソルヴェッソ１００（商標名；Solvesso 100）約５～
１０ｇの溶液としての試験すべき混合物１．５％を、クリヤーコートに添加する。前記の
塗料組成物を、ペイントの固形分含有率に関して、次式：
【化５３】
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で表わされる共安定剤（化合物Ｃ）０．７重量％と更に混合する。
【０２０２】
使用する対照は、光安定剤を全く含まないクリヤーコート、及び個々の成分を使用して安
定化されたクリヤーコートである；相当する結果は、アステリスク（* ）を用いて、以下
の表中に標識付けされている。
【０２０３】
クリヤーコートをソルヴェッソ１００（商標名；Solvesso 100）を用いて噴霧粘度に希釈
し、次いで、調製されたアルミニウムパネル（コイルコート，充填剤，シルバーメタリッ
ク又はブルーメタリックベース－コート）に塗布し、次いで、塗布されたパネルを１３０
℃で３０分間焼付けする。これにより、厚さ４０～５０μｍクリヤーコート・ドライ－フ
ィルムを得る。
【０２０４】
前記試料を、次いで、アトラス社(Atlas Corp.) 製のＵＶＣＯＮ耐候装置（商標名；UVCO
N weathering device ）（ＵＶＢ－313 ランプ）中で、７０℃での８時間紫外線照射及び
５０℃での４時間結露の耐候に付す。別の試料を自然の耐候（フロリダ，５°南，ＳＡＥ
　Ｊ－１９７６）に付す。
【０２０５】
前記試料の表面光沢（ＤＩＮ　６７５３０に基づく２０°光沢）及び変色（ＤＩＮ　６１
７４に基づくΔＥ）を、一定間隔で測定する。
【０２０６】
結果を、以下の表Ｃ１及び表Ｃ２にまとめて示す。全ての量は、クリヤーコートの固形分
含有率に基づく。
【表１０】
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【表１１】

【０２０７】
より小さい変色値は、より良好な安定性を示す。本発明に従って安定化された試料は、対
照試料よりもより良好な耐候性（光沢及び褪色）を示す。
【化５１】
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